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はじめに
　
浮世草子作者月尋堂には和学者としての知られざる一面があった
が、その手になる歌学書の一つ『和歌俗説辨』についてはかつて紹介した（ 「月尋堂の歌学書『和歌俗説辨』―翻刻と解題―」 『京都府立大学学術報告・人文』
64号、平
24年
12月） 。本稿はそうした活動のさら
なる一端を示す有職故実書『官職田舎辨疑』の翻刻と解題である。〔書誌〕　　
官職田舎辨疑
　
刊本
　
半紙本
　
四巻四冊
表
　
紙
　
朽葉色無地原表紙。縦二二・〇糎横一五・〇糎。
本
　
文
　
 四周単辺。縦一八・六糎横一 三 。半丁一 行毎行二三字前後。序は半丁八行一二字前後。
構
　
成
　
 巻一
　
 一七丁（序一丁「序」 、目録二丁「一・二」 、本文一四丁「三～十六終」 ） 。
　　　　
巻二
　
一五 （目録二丁 「一 ・ 二」 、 本文一三丁 「三～十五終」 ） 。
　　
巻三
　
一四丁 （目録二 「一 ・ 二」 、 本文一 「三～十四終」 ） 。
　　　　
巻四
　
 一五丁半（目録二丁「一・二」 、本文一三丁「三～十五終」 、奥付半丁〈裏表紙見返貼付〉 ） 。
挿
　
絵
　
なし。
題
　
簽
　
 左肩、朽葉色無地原題簽、 「官職｜田舎辨疑
　
一（～四） 」 。
角書「官職」は丸囲み。各題簽の巻数の下に「共四」の書入れあり。
見
　
返
　「逸士喜完著／官職田舎辯疑／書肆
　
山陽軒
　
□精（印 ・ 陽刻） 」 。
序
　
題
　「官職田舎辨疑序」 。
目録題
　
 「官職田舎辨疑一（～四）之巻目録」 。巻一のみ「クワンシヨクテンジヤベンキ」のルビを付す 尾題「官職田舎辨疑巻之一（～四）目録終」 。
内
　
題
　「官職田舎辨疑巻之一（二） 」 「 弁 巻之三（四） 」 。
尾
　
題
　「官職田舎辨疑一（～三）之巻終」 「官職田舎辨疑巻四終」 。
板
　
心
　
 序「田舎弁疑
　
○序」 、目録・本文「田舎弁疑一（～四）
　
○
（丁付） 」 。いずれも板心下部の丁付の直前に 「○」 が記される。
句
　
読
　「◦」 。
作
　
者
　
北京散人宵雨軒（月尋堂） 。
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』　　　　　　　　　　
―翻刻と解題―

藤
　
原
　
英
　
城
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
一
所蔵者
　
架蔵本。
刊
　
記
　
 「宝永八季春吉辰／書林／江戸日本橋南一町／須原屋茂兵衛／京三条大和大路／橘屋次兵衛」 。
諸
　
本
　
○初印本
　　　　
 底本、東北大学附属図書館狩野文庫、カリフォルニア大学バークレー校旧三井文庫蔵本（以上、四巻四冊） 、名古屋大学附属中央図書館神宮皇 館文庫蔵本（四巻合二 筑波大学附属図書館蔵本（四巻合一冊） 。
　　　　
○再印本
　　
 刊記「享保四季春吉辰／書林 江戸日本橋南一町／須原屋茂兵衛／京三条大和大路／橘屋次兵衛」 。 初印本の刊年 「宝永八」を「享保四」に入木する。
　　　　
九州大学中央図書館蔵本（四巻合一冊） 。
　　
○刊記不明
　　
高知県立図書館山内文庫（四巻合一冊） 。
　　　　
○求板改題本
　　
以下の（甲） （乙）が確認できる。
　　
  （
 甲） 『官職俗訓』
　
半紙本四巻四冊
　　
 『官職田舎辨疑』の見返と序を削除し、新たに序・後序等を補う。以下の（イ） （ロ） （ハ） （ニ）が確認できる。主な異同箇所を記す。
　　　　
  （
 イ）慎斎序、 環翠子後序本 江戸西村源六他、 五店相合板）
　　　　　
題簽「官位俗訓
　
花（鳥・風・月） 」 。
　　
 序題「官位俗訓序」 。 「享保十一丙午とし初春日／洛下後学慎斎書」 。
　　　　
 後序題「官位俗訓後叙」 。 「于時 歳孟春吉辰環翠子揮毫／遵生軒」 。
　　　　
目録題「官位俗訓巻之一（～四） 目録尾題なし。
　　
内題「官位俗訓巻之一（三・四） 「官位俗訓巻之二目
（ママ）
録」 。
　　
 尾題「官位俗訓一之 終」 「官位俗訓巻之二終」 。 三・四はなし。
　　　　
 板心
　
序「官位訓叙
　（丁付） 」 、目録「官位訓一之目録
　
○（丁付） 」 「官位訓二（～四）目録
　
○（丁付） 」 、 本文「官
位訓一 ～四
　
○（丁付） 」 、後序「官位訓後叙
　（丁付な
し） 」 。目録・本文の上下の匡郭を削除し、柱 の箇所を入木する。
　　　　　
 刊記「江戸通本町三町目角／西村源六／大坂心斎橋筋安堂寺町／大野木市兵衛／京堀河高辻上
ル町／銭屋儀兵衛／同
錦小路新町西
ヘ
入町／永田調兵衛／同六角通烏丸西
ヘ
入町
／西村市郎右衛門／同寺町仏光寺下町／蓍屋勘兵衛」 。
　　　　　
 名古屋大学附属中央図書館岡谷文庫、刈谷市立中央図書館村上文庫蔵本（以上、四巻四冊 。
　　　　
備考
　
慎斎序、環翠子後序を以下に挙げる。
　　
官位俗訓序
　　
 百もゝしき
敷の道
みち
は神
かみ
代よ
のつたへにして。 豊
とよ
聡とし
耳みゝの
太み
子こ
十あまり二
ツ
京都府立大学学術報告「人文」第六十五号
二
の階
しな
を定め給ひ。後
のち
のすべらきの御時つかさくらゐの数
かず
を
もふけ。又律
りつれう
令のくはしき撰
えら
みありしより。まつりごとの
節ほどよ
きについて或
ある
ははぶき或はまし。天が下の風
ならはし
俗を （一オ）
正たゞ
し。蒼
あをひとくさ
生を恵
めぐ
みたまふこといとたふとし。其をきてをわ
きまふるは言
ことの
葉は
のかたはしに述
のべ
あらはすべくもあらずか
し。一
ある
日書
ふみ
をひさく家
いゑ
に遊
あそ
びて官位俗訓となつくる巻を読
よみ
しに愚
をろか
なる輩
ともがら
の官
つかさ
職のさたを妄
みだり
にかたる僻
ひがこと
事を改
あらた
め。其い
はれをつまびらかに訓
をし
ゆ（一ウ）遵
じゆん
生せい
軒けん
某なにがし
の編
あめ
るなり。
初はしめ
て学
まな
ぶ人これを考
かんが
へ見ば此道
みち
の疑
うたがは
しきをさとし唇
くちびる
を反
かへ
す
譏そしり
をまぬかれんか予其志
こゝろさし
を用ゆるの深
ふか
きにめでゝ聊
いさゝか
みし
かき筆
ふて
を巻
まき
のはしに添
そゆ
る而已
　　　　　　　
享保十一丙午とし初春日（二オ）

洛下後学慎斎書（二ウ）
　　　　　　
官位俗訓後叙
　　
 さいつ頃
ころ
田舎辨疑ありて。世の人のわきまへたがへる。官
つかさ
位くらゐ
の道
みち
を明
あきら
かにせむと欲すといへとも。題号のみを見ては
耕たがやす
の道にたよりするの文の様に（丁付なし、オ）思ひ侍
らん人もありなんか。故に其闕
かけ
たるを補
おきな
ひ備
そな
はらざるを増
まし
て今官位俗訓を綴
つゞし
り侍るものならし
　　　　　

于時享保十一歳孟春吉辰環翠子揮毫

遵生軒（丁付なし、ウ）
 　　　　　

（刈谷市立中央図書館蔵本）
　　　　　
　
巻四の本文巻末に『官職備考』の既刊広告と『続官位訓』
の新刊予告が次のように記される。
　　　　
 官職備考
　
全部七冊／三宅帯刀作／官位のつまびらかなる
事
　
此書にあり／諸人わきまへ安からしむるの書也
　　　　
 続官位訓
　
全部五冊／跡より出申候／官位の秘事をあらは
し諸人／見やすからしむるの書なり
　　　　
　『官職備考』 （ 「元禄八
乙
亥歳仲秋吉旦／書肆／錦小路通新
町西
エ
入町／永田調兵衛／押小路通御幸町西
エ
入町／上坂
勘兵衛／堀川通仏光寺下
ル
町／梶川儀兵衛」 ）の三板元、
永田調 ・ 蓍屋上坂勘兵衛 ・ 銭屋梶川儀兵衛がすべて （イ）に関与していることがわかる。刊行は次に挙げる（ロ）に先行し、序・後序に記される享保十一年正月頃と推測される。
　　　　
  （
 ロ）慎斎序（環翠子後序欠）本（江戸西村源六他、五店相合板）
　　　　
 環翠子の後序を欠き、 新たに「遵生軒著述」の見返を付す。それ以外は（イ）と同じ。
　　　　
 見返「遵生軒著述／官位俗訓／宰正百官才独称／儀刑四海望尤尊」 。
　　　　
京都大学文学部蔵本（四巻合一冊）
　　
 備考
　
巻四巻末の『官職備考』 『続官位訓』の広告に加え、
さらに 「霊蓍軒蔵版目録」 二丁 （ 「官職備考」 「節 紀原」 「儒仙武仙」……「婦人寿草」 「西銘講義」 「医療羅合」など一
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
三
七作品）が附載される。この蔵板目録は同目録に記載される『婦人寿草』 （ 「享保十一歳／
丙
午
正月吉日求之／寺町通
松原上
ル
町／菊屋七郎兵衛／寺町通仏光寺下
ル
町／蓍屋勘
兵衛」 、早稲田大学中央図書館蔵）にも附載されており、これらの広告・蔵板目録などから、 （イ） （ロ）の主板元が霊蓍軒蓍屋上坂勘兵衛であったことが予想されるが、同目録掲載諸書の内、 確認ができるところでは享保十一年（ 「婦人寿草」 「医療羅合 ）が刊年の下限であることから、 ロ）の刊行は（イ）以後、享保十一年からさほど遠くない時期であったことが推測さ る。
　　　　
  （
 ハ）慎斎序、環翠子後序本（無刊記）
　　
 慎斎序の日付一行分 奥付を欠く。さらに（イ） （ロ）にあった巻四本文巻末の二書の広告を一旦削除して「宝永八のとし春筆をとゝむ」の一文を本文末に挿入し、それに続けて二書の広告 再度入木（覆刻ではなく同板）する。
　　　　　
東北大学附属図書館狩野文庫蔵本（四巻四冊） 。
　　
 備考
　
挿入された右の一文は『田舎辨疑』初印本の刊記を
意識したものであろう。また刊記不明ながら、版面の状態から（ロ）後の刊行と推測される。
　　　　
  （ニ）環翠子後序（慎斎序欠）本（無刊記）
　　
慎斎の序と奥付を欠く。それ以外は（ハ） 同じ。
　　
架蔵本（四巻合一冊） 。
　　
 備考
　
刊記不明ながら、版面の状態から（ハ）後の刊行と
推測される。
　　　　
  （乙） 『官位訓』
　
半紙本四巻四冊（四巻三冊）
　
　　
 『官位俗訓』の求板改題本。慎斎序を削除し、環翠子の後序を貝原益軒署名の序として改竄、新たに見返等を補す。以下の（ホ） （ヘ） （ト）が確認できる。主な異同箇所を記す。
　　　　
  （ホ）京勝村治右衛門他、六店相合板
　　
題簽「官位訓
　
元（亨・利・貞） 」 。
　　
 序題「官位訓叙」 。 「于時享保二歳孟春吉貝原篤信揮毫／益軒」 。 『 俗訓』環翠子後序の序題から「俗訓後叙」を削除し、 「訓叙」を覆刻して入木し、 文「今官位俗訓を」とある箇所から「俗」字を削除して一字空白とし、さらに日付・署名の「十一」を「二」 、 「辰環翠子」 「遵生」の箇所をそれぞれ「貝原篤信 益 と入木する。柱題は（甲）「官位訓後叙」のままながら巻頭に配する。
　　　　　
 目録題 「官位訓巻之一 （～四） 」 。 （甲） の該当箇所から 「俗字を削除して入木する。
　　　　
 内題「官位訓巻之一（～四） 」 。 （甲）の該当箇所から 俗」字を削除して入木する。ただし、巻二にあった「目録 の部分は削除され いる。
　　　　　
 尾題「官位訓一之巻終」 「官位訓巻之二終箇所から 俗」字を削除して入木する。
　　　　
 板心
　
序「官位訓後叙
　（丁付なし） 」 。目録・本文は『官
京都府立大学学術報告「人文」第六十五号
四
位俗訓』と同じ。
　　
　　　　　
 刊記「京都書林／勝村治右衛門／山城屋佐兵衛／大坂書林／伊丹屋善兵衛／河内屋源七郎／東都書林／小林新兵衛／英文蔵／馬喰町四丁目／菊 幸三 板」 。
　　　　　
早稲田大学中央図書館蔵本（四巻四冊） 。
　　
 備考
　（ハ）の巻四本文末に挿入された一文と二書の広告
が削除され、奥付に「活花秘伝図式」 「遠州流挿花意匠
　
初編」 「同
　
後編」の既刊広告と「 （同）三編」の近刊予告
が記される。これらの広告や板元の動向から、文政・天保頃の刊行と推測される。
　　　　
  （ヘ）大坂河内屋茂兵衛、江戸菊屋幸三郎相合板
　　
刊記・広告以外は（ホ）に じ
　　
 刊記「書林／大阪心斎橋通博労町
　
河内屋茂兵衛／東都馬
喰町二丁目
　
菊屋幸三郎版」 （広告） 。
　　　　
加賀市立中央図 館聖藩文庫蔵本（四巻四冊） 。
　　
 備考
　「大日本年歴箋」 「源氏一統志」 「勧善常世物語」の
広告が記される。これらの広告や板元の動向から、弘化・嘉永頃の刊行と推測される。
　　　　
  （ト）無刊記本
　　
見返「益軒貝原先生著／官位訓」
　　
 早稲田大学中央図書館蔵本（四巻三冊。巻三・四の目録を三冊目巻頭に配し合一冊とし、三冊仕立てとする） 。
　　　　
 備考
　（ホ） （ヘ）にあった奥付を欠き、巻頭の「益軒」序
が巻末に配される。入木された署名の「益」字がほとんど印字されていないこと等、版面の状態はこれまでの諸本に比べて良くない。 （ヘ）以後、幕末頃の刊行と推測される。
〔翻刻〕一
 、翻刻にあたっては、 原則として現行通用の字体に改めた。ただし、当時慣用と思われる漢字表記などについては、そのまま残したものもある。
一
 、丁移りは、丁付 表・裏（オ・ウ）を括弧に入れて示した。
一
 、誤字・衍字・脱字等の不体裁については（ママ）と注記し、割注は〔
　
〕 、左訓は〈
　
〉で示した。
一
 、振り仮名には平仮名 片仮名が混在するが 原本のままとした。
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
五
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といひし事（一オ）
㊄御
ミ
息ヤス
所ドコロ
の御事
　
 　
并
　
本ホン
朝テウ
中チウ
宮クウ
の職
シヨク
　
附
リ源氏物語の趣
ヲモムキ
　　　　　　　　　　
次
ニ
大納言能
ヨシ
信ノブ
卿キヤウ
女ムスメ
茂モチ
子コ
の御事
㊅五摂家の御事
　　　
 并
　
六条摂政基
モト
実サネ
公御年十六にて関白を持
モチ
給ふ
事
　
附
リ
桃トウ
花クワ
老ラウジン
人の御事
㊆清
セイ
花グワ
の御事
　　　　
并
　
大ヲホ
友トモ
皇ワウ
子ジ
大タイ
政シヤウ
大タイ
臣ジン
に成給ふ事
　　　　　　　　　　
附
リ
醍タイ
醐ゴ
殿広
ヒロ
幡ハタ
殿の御事
㊇御
ミ
匳クシゲ
殿の事
　　　
  并
　
堀川右大臣頼
ヨリムネ
宗公の御むすめの事
㊈宣
セン
旨ジ
の事
　　　　　
并
　
源氏物語明石の巻例
レイ
㊉上
シヤウ
臈ロウ
の事
　　　　
  并
　
日ヒ
下ゲ
臈ロウ
の事（一ウ）
○十一
公キン
達ダチ
の事
　　　　　
并
　
令リヤウ
の外
ホカ
の官
クワン
事
○十二
公ク
卿ギヤウ
の事
　
 　　　
并
　
前ゼン
官クワン
大納言の事
　
附
リ
散サン
位ヰ
の事
○十三
諸シヨ
大ダイ
夫ブ
の事
　　　　
并
　
伊イ
勢セノ
祭サイ
主シユ
の事
　
附
リ
南ナン
家ケ
式シキ
家ケ
菅カン
家ケ
江ゴウ
家ケ
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○十四
北ホクメン
面の事
　　　　　
并
　
西サイメン
面の侍の事
○十五
侍サフラヒ
の事
　　　　　
并
　
弘コウアン
安礼
レイセツ
節の趣
○十六
僧中官位の事
　　　
并
　
宮法橋の事
○十七
称セウゴウ
号の事
　　　　　
并
　
九条右大臣師
モロ
輔スケ
公の事（二オ）
　　　　　　　　　　
附
リ
五条三位俊成卿御子
コノ
左ヒダリ
と号せし事
○十八
大タイコウ
閤の事
　　　　　
并
　
豊トヨトミ
臣秀
ヒデ
吉ヨシ
公の趣
　
附
　
禅センコウ
閤の沙汰
○十九
近衛殿八
ヤツフヂ
藤の事
　　
并
　
近江遠江の沙汰
官職田舎辨疑巻之一目録終
（二ウ）
官職田舎辨疑巻之一　
㊀四神相応地事
四神の事をあしく心得てさま
く
にいひのゝしる人有。今の帝
テイ
都ト
は人
王五十代桓
クハン
武ム
天皇。延
ヱン
暦リヤク
年中
ヂウ
に遷
ウツ
させ給ふ。是を平安城と名づく。
此京四神相応 地なり。さて四神といふは。左
サ
青シヤウ
龍リウ
。右
ウ
白ビヤク
虎コ
。前
ゼン
朱シユ
雀シヤク
。後
ゴ
玄ゲン
武ム
是也。内
ダイ
裏リ
は南
ミナミ
向ムキ
なり。南のかたうち晴
ハレ
て皆田
テン
畠バク
なり。
これを前朱雀といふ。 後玄武といふは。 北のかたに高き山あるをいふ。是王城のうしろなり。左青龍といふは。内裏の左のかたにきよき河な
がれたるを云。すなはち鴨
カモ
河也。右白（三オ）虎といふは。王城の右
のかたに道あるを云。すなはち今の千本通なり。是往
ムカシ
昔よりの道にし
て。七道の内の一つなり此四色自
シ
然ゼン
と備
ソナハ
りたる地を四神相応の地とい
ふ。まことに日本無双の勝
セウ
地チ
なり。されば此京に内
ダイ
裏リ
をうつされしは
るかのちの事なるが。人王八十一代の比
コロ
平ヘイ
相シヤウ
国コク
清キヨ
盛モリ
雅ガ
意イ
にまかせて。
兵ヒヤウ
庫ゴ
の福
フクハラ
原へ都をうつされけるに。 さま
ぐ
あやしき事ありぬ。 こゝ
におゐて清盛。 諸
シヨ
卿キヤウ
群グン
参サン
のとき申されけるは。 はじめの京やまさらん。
此福原の新
シン
都ト
やまさらんと尋られけるに。をの
く
清盛の遷
ウツ
されたる
福原の京を。あしきとも（三ウ）定めかたく遠
エン
慮リヨ
の折から梅
ムメカ
小コウ
路チ
中
納言長
ナカ
方マサ
卿キヤウ
ひとりすゝみ出て此福原の京はよろしからずはしめの京
こそ勝
スグ
れたりとの給ひけるにはたして清盛都をうつしかえして今の平
安城に皇
クハウ
居キヨ
なし奉りぬ其後長方卿に対
タイ
して諸
シヨ
卿キヤウ
の。の給ひけるは
扨々あやうき事かな自
シ
然ゼン
と帰
キ
京キヤウ
の儀あればこそなれさしも清盛のよ
きと思ひてうつされし福
フクハラ
原の新
シン
都ト
をよろしからずとはの給ひけるぞ清
盛の心にたがひていかなる難
ナン
義ギ
にやあい給ふらんとかたはらにてもあ
やうかりし まづは異
イギ
儀なくしてともによろこべりとあれば。長
ナカ
方マサ
卿
の曰随
ズイフン
分清盛の心に（四オ）入へきやうにとて申たればきづかふべき
にあらず其子細は和
ワ
漢カン
の人のためしを見るに始めは一すぢによきと思
ひこみて何事もひとつの心に するものなり後には仕
シ
損ソン
じたると思ひ
ながらもはじめ人といひ合せざるによ て。其あやまりをひとりはひるがへしがたく誰人ぞ是をあ きとい ゞ。そ に付てあらたむべためによきあしき 我と知
シリ
ながら人の批
ヒ
判ハン
を尋るもの也しかるにみづ
から新
シン
都ト
の福原はあしきとさたし侍れば。清盛此ことばをたよりにし
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
七
てさつそく都をうつしかへぬるとこたへ給ぬはたし（四ウ）て長
ナガ
方マサ
卿
人に官
クワン
位イ
を超
コエ
られんとし給ふ時清盛此卿の荷
カ
担タン
して長方卿は物よく
心得たる人なりとて官位をすゝめられける此事を古き書に梅小路殿の両
リヤウ
京キヤウ
の定めとてさしも思
シ
慮リヨ
ふかき事にいひつたへ侍りぬげにや此
京はいたつて目出度四神相応の勝
セウ
地チ
ぞかし
　
㊁親王の御事
天子の御子といへばいづれも皆親王なりと心得申せどさにてはなし。親王宣
セン
下ケ
とて御
ミ
門カド
より御免
ユルシ
なければ。親王とは称
セウ
しがたし此外何の
宮と申すは無
ム
官クワン
の王子なり扨親王と称
セウ
じたる事は凡卅四代推
スイ
孝コ
天皇
五 （五オ） 年の紀
キ
にはじめて親王の号
ゴウ
あり其後相
アイ
続ツヽイ
て此称有竹
タケノ
園ソノフ
と
いふも親王の御事なり。帝
ミカド
の御
ゴ
兄弟御伯
ハク
父フ
御叔
シユク
父フ
にても宣
セン
下ゲ
の後は
親王と称したる事なり御老
ラウ
躰タイ
にても御免
ユルシ
なきは只宮と申すまで也。
御ゴ
童ドウ
躰にても親王宣下を蒙
カウフ
らせ給ふ例
レイ
は五十六代清
セイ
和ワ
天皇貞
ジヤウ
観グハン
十八
年十一月廿五日に皇
ワウ
子ジ
貞サタ
真ザネ
一歳にて親王宣下あり。御童躰の間は無
ム
品ホン
親王にて既
スデ
に五位に当らせ給ふこれによつて叙
ジヨ
品ホン
の時は四品に叙
ジヨ
せら
るゝ是を。有
ウ
品親王と称
セウ
じ奉り一品にのぼり給ふ
　
㊂内
ナイ
親王の御事（五ウ）
是も帝
ミカド
の御むすめと申せばいづれも内
ナイ
親王と称
セウ
じ奉ると思ふさにはあ
らず。帝の御姉
アネ
妹イモウト
ならびに皇
ヒメ
女ミヤ
の親王宣
セン
下ゲ
を蒙
カウム
らせ給ふを内親王と
称セウ
じ奉る也御免
ユルシ
なき御かたはたとへば。女一宮女二宮女三宮などゝ
申すなり。内親王宣
セン
下ゲ
の例
レイ
は持
ジ
統トウ
天皇より以前に興
オコ
ると見えたり。位
ヰ
階カイ
は男親王の如く四品
ボン
より一品にいたり給ふ一品
ホン
水ヒ
高タカ
内ナイ
親王。二品
泉イツミ
内心王。三品水
ヒ
主ヌシ
内親王四品長
ハセヘ
谷部内親王の御たぐひなり
　
㊃入道の御事
世セ
俗ゾク
に己
ヲノレ
と入道といふ事以外成癖
ヒガ
事いたつて浅まし（六オ）き事也。
親王の御出家を入道親王と申すは勿
モチロン
論の事なり。御門
モンゼキ
跡がたにこれあ
り。但し法
ホウ
親王といへば。皆入道親王と思ふ人おほし是も又さにあら
ず。御児
チゴ
の時親王宣
セン
下ゲ
ありて後
ノチ
に御出家なされしを入道親王と申すな
り。御出家のゝち宣下ありしを法
ホウ
親王と申す也しかれば入道の号
ゴウ
はい
たつておもき 事なり。凡入道といふ事昔より。かみつかたには能わきまへ給へど あやしき輩
トモカラ
はつたへ承る事もまれ
く
なれば一
イツ
生シヤウ
あ
やまりて。くらす のばかり也 いにしゑ法
ホウ
興コウ
院インノ
摂セツ
政シヤウ
兼カネ
家イヘ
公。御出
家のゝち。大入道殿
ドノ
と申事我朝無
ブ
双サウ
の号なり此（六ウ）比ほひ多
タ
田ダノ
満マン
仲ヂウ
法ホツ
躰タイ
しけるが入道とははゞかりあれば。せめて新
シン
発ボ
意チ
など申さまほ
しきといはれし事古く人の申伝へしなり。さればにや古書には多
タダ
田新
シン
発チ （ママ）
意チ
満ミツナカ
仲と記
シル
したる所多し。当世にも三位已上の法
ホウゴウ
号なりとはいへ
ど。猶それさへ ぶか き事とかや況
イハンヤ
其下
シモ
なる輩
トモガラ
無位
ヰ
無官
クワン
の
者己
オノレ
が身を入道といふは無
ムゲ
下に恐
ヲソレ
れ（ママ）
をしらぬ族
ヤカラ
にぞ侍る
　
㊄御
ミ
息ヤス
所トコロ
の御事
帝ミカド
の御妻
ツマ
を御息所と思ふ人多し帝の御妻
ツマ
は。皇
クワウ
后ゴウ
宮グウ
と称
セウ
じ奉りて三
后ゴウ
の内也又本朝に中
チウ
宮グウ
職シヨク
（七オ）を別
ベツ
におかれて。四宮
クウ
といふ扨御
息所と申奉るは。東宮の御妻
ツマ
也東宮のいまだ。帝
テイ
位ヰ
に即
ツキ
給はでおはし
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ます時。大
タイ
臣ジン
納ナフ
言コン
のむすめなどの。他
タ
にことなるを称
セウ
じ奉りて。御息
所と申 なり。源氏物語の六条の御息所は桐
キリ
壷ツボ
の御
ミ
門カド
の御弟東
トウグウ
宮に
たゝせ給ふ時の妻也。 かやうのたぐひなり。 其外大納言藤原能
ヨシ
信ノブ
卿キヤウ
の
むすめ茂
モチ
子コ
。後三条院の東宮にたゝせ給ふ時御息所となり。皇
ワウ
子ジ
貞サダ
仁ヒト
を設
モウケ
させ給ふ。是也又六十代醍
ダイ
醐ゴ
帝テイ
の時大納言定国のむすめ和
ワカ
香子は
女御の位
クラヰ
にそなはり給ひて大将の御息所と（七ウ）号
コウ
し奉る是は天
子のいまだ帝
テイ
位ヰ
につき給はざるの御時より御寵
テウ
愛アイ
ありしゆへなりと申
つたえぬ　
㊅五摂家の御事
いかに卑
ヒ
賤セン
のものゝことばとはいへど。近
コノ
衛ヱ
の宰
サイ
相シヤウ
殿ドノ
と申すはあま
りに浅ましき癖
ヒガ
事なり。抑春
カスガ
日大明神の御末大
タイ
織シヨ
冠クワン
鎌カマ
足タリ
公コウ
の御
ゴ
嫡チヤク
流リウ
にて近衛殿
　
九条殿
　
二条殿
　
一条殿
　
鷹司殿
　
是五家門とも申す。
摂セツ
政シヤウ
関クワン
白バク
に成給ふ御家なるがゆへに。摂
セツ
政シヤウ
家ケ
と申すを略
リヤク
して摂
セツ
家ケ
と称
セウ
じ奉るなり。御元
ゲンブク
服の時正五位に叙
チヨ
し給ふ或は正四位下に越
ヱツ
階カイ
し
給ひ中少将に任
ニン
じ。二（八オ）三位に叙
シヨ
し中納言にいたらせ給ひ中少
将もとのごとく大納言に昇
ノボリ
り給ふの時。中少将を辞
ジ
し給ふ。参
サン
議ギ
を
経へきれき
暦し給はず。是参議は内
ナイベン
弁に平
ヘイフク
伏するがゆへか。宰相は参議の唐
カラ
名ナ
也なんぞ五家門におゐて宰相 なり給ふ事なしかみつかた 御事をかるぐ
しく申すは恐
ヲソレ
多ヲヽキ
き（ママ）
事なり。扨近衛殿の元
グワン
祖ソ
は法性寺入道前
関白大
（ママ）
政大臣忠
タヽ
通ミチ
公コウ
の長男
ナン
六条摂政基
モト
実サネ
公なり。此殿
トノ
は殊に和
ワ
漢カン
の
才サイ
すぐれて。万民を撫
ブ
育イク
し給ひ。天下第一の重
チヤウ
臣シン
たりされば。御年
十六にて を持
モチ
政マツリ
事を行
ヲコナヒ
給ふ事。古
コ
今コン
珍しき御事也御年三十余
にて（八ウ）かくれさせ給ふおしき御事とて其世には万民赤
セキ
子の母に
をくれたる悲しひをなせり。終
ツイ
にかぎりある御よはいなれば。舟
フナヲカ
岡の
北のほとりに葬
ホフム
り奉るとなん。わづかの御命の中に官
クワン
職シヨク
の至
シ
極コク
を尽
ツク
させ給へり。扨九条殿の元
グワン
祖ソ
は基
モト
実サネ
公の御弟月
ツキ
輪ノワ
禅セン
閤コウ
兼カネ
実ザネ
公也二条
殿の元祖は月輪殿の三代の ち光
クワウ
明ミヤウ
峰ブ
寺ジ
摂セツ
政シヤウ
道ミチ
家イヱ
公の次
ジ
男ナン
普フ
光クワウ
園ヱン
院ヰンノ
関クワン
白バク
良ヨシ
実サネ
公也。一条殿の元祖は良実公の御弟円
ヱン
明ミヤウ
寺ジノ
摂セツ
政シヤウ
関クワン
白バク
実サネ
経ツネ
公也。右いづれも道家公の御子なれとも実経公は。末
バツ
子シ
にてわた
らせ給ふ。しかれ共いかなる御（ オ）器
キ
量リヤウ
あるにや。父 家公
御
譲ユツリ
り（ママ）
に末
ハツ
子シ
の実経公を以て嫡
チヤク
流リウ
たるべきの旨
ムネ
御ゴ
遺ユイ
命メイ
有て記
キ
録ロク
珍チン
物フツ
等は多く。此殿
トノ
にわたさせ給ふ故御末子ながら一条殿の御家は三家
うちの御惣
ソウ
領リヤウ
のやうに世には申伝へたれど。さにはあらず御末
バツ
子シ
な
り。それより代々此御家には。才
サイ
人ジン
賢ケン
臣シン
おほく出させ給ひけるこそ。
ふしぎなれ大殿の御眼
ガンリキ
力いみじく思ひ奉ると古き書に伝り近
チカ
来ゴロ
兼カネ
良ヨシ
公
と申て。 古
コ
今コン
名メイ
誉ヨ
の御才
サイ
智チ
なりしといひ伝ふるも此一条殿の御家なり。
扨鷹
タカ
司ツカサ
殿の元祖は。近衛殿の祖。基
モト
実サネ
公三代の （九ウ） 後
ノチ
猪ヰノ
熊クマノ
関クワン
白バク
家イヱ
実サネ
公の御子称
セウ
念ネン
院ヰンノ
関クワン
白バク
兼カネ
平ヒラ
公也右五家門にて交
カハリ
ぐ々
摂セツ
関クワン
を持給ひ
て君を補
ホサ
佐し奉り下
カ
民ミン
をめぐませ給ふ也
　
㊆清
セイ
華グワ
の御事
五摂家七清華とおぼへたる者ありいかにも。往
ムカシ
昔は久我殿。転
テン
法ホウ
輪リン
三
条殿。西園寺殿。徳大寺殿。花山院殿大炊御門 。今出川 是七家にておはしましける近
キン
世セイ
醍タイ
醐ゴ
殿広
ヒロ
幡ハタ
殿ドノ
藤トウ
源ゲン
の二家
ケ
興オコ
りて清華と称
セウ
じ奉り
て。九家各御
ゴ
童ドウ
形ギヤウ
の御時侍
ジ
従ジウ
にならせ給ふ或は従四位下にて御
ゴ
元ゲン
服ブク
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
九
二三位に叙
ジヨ
し（十オ）給ふまて次将を兼給ふ多分は。清華の御かた
く
も宰
サイ
相シヤウ
に成給はずして中納言にいたり給ひ。両近
コノ
衛ヱ
の大将を兼
カネ
給
ひて大納言に成給ふことに御
ゴ
器キ
量リヤウ
すくれたるは。大政大臣にも成給
ふ抑此官
クワン
は。卅九代天智天皇十年正月五日始て大友
トモ
皇ワウ
子ジ
をもつて。
大政大臣とし給ふ。まことに一人を師
シ
と範
ノリ
として四海を儀
ギ
形ギヨ
し給ふ其
器量の御かたなき時は則
スナハチ
闕カク
なり。よつて則
ソクケツ
闕の官
クワン
と申すなり摂
セツ
家ケ
の
御家
カ
業ギヤウ
にかわる事なしといへ共。摂政関白には。成給はず扨醍
ダイ
醐ゴ
殿
は一条殿より出たり。広
ヒロ
幡ハタ
殿は正
ヲホキマチ
親町源氏にて（十ウ）忠
タヾ
幸ユキ
公を始と
す。人王百七代正親町院の御末なり　
㊇御
ミ
匳クシゲ
殿ドノ
の事
御匳殿といふをあしく心得てさま
ぐ
あらぬ説
セツ
のみいふ人あり。是
は常
ジヤウ
寧ネイ
殿デン
の北
キタ
貞ジヤウ
観グワン
殿デン
のうちに此殿ありときこゆ。帝
ミカト
の御
ゴ
服フク
を裁
タチヌイ
縫
する所なり。此所をつかさどる女
ニヨ
官クワン
を御
ミ
匳クシケ
殿ドノ
といふ大
タイ
臣ジン
納ナウ
言ゴン
のむす
めを参らせらる堀
ホリ
川右大臣頼
ヨリムネ
宗公の御むすめ人王七十代後
ゴ
冷レイ
泉セイノ
院ヰン
の
御時に御匳殿にまいられしたぐひなり　
㊈宣
セン
旨ジ
の事（十一オ）
宣セン
旨ジ
といふを只一
ヒトムキ
向におほえし人多し。勿
モチロン
論帝の仰せをも宣
セン
旨ジ
と申す
なり又ひとつに宣
セン
旨ジ
と申すは院
ヰン
中ヂウ
にて雑
ゾウ
仕シ
取トリ
次ツギ
の女官の事なり。源氏
物語に明
アカシ
石の姫君の乳
メノト
母の母故院の宣
セン
旨ジ
に補
フ
すといふたぐひなり
　
㊉上
シヤウ
臈ロウ
の事
上臈といふを女の事とばかりおほえていひのゝしる人ありさるにても浅ましき事なり。上臈と申すは親王大臣などをこそ申す也下
ケ
臈フウ （ママ）
とい
ふだに無位無官の人 いふにあらず上臈中臈（十一ウ）下臈はいづれも其官
クワン
位ヰ
浅セン
深の相
ソウトウ
当あるべし。日
ヒ
下ゲ
臈ラウ
と申事は子
シ
細サイ
ある事也歌書に
無ヤンゴトナキ
止事といふはいたつて上臈の品
シナ
也
　
○十一
公キン
達タチ
の事
癖ヒガ
事のみおほえたる人はいづれの御
ゴ
童ドウ
躰タイ
をも公
キン
達タチ
といふさにはあら
す。公達とは三公
コウ
達タチ
といふ心なり。三公
コウ
といふは。大政大臣。左大臣。
右大臣是を天の三
サン
台タイ
の星
ホシ
に象
カタドリ
て三公と称ずしかれども大政大臣は則
ソクケツ
闕
の官なれば 左
サウ
右の大臣
ジン
に内大臣をかぞへて三公
コウ
と申すなり。内大臣
は令
リヤウ
外ゲ
の官
クワン
也此三公
コウ
達タチ
にの（十二オ）ぼりまします。御方をこそ公
キン
達タチ
と申也。清
セイ
華クワ
又三
サン
家ケ
の外皇
ワウ
子ジ
皇ワウ
孫ゾン
の中に源
ゲンノ
姓シヤウ
を賜
タマハ
り人
ジンシン
臣に下
クダ
り。
大臣大将に任
ニン
じ給ふ人々もしは。摂
セツ
家ケ
のうちに摂政関白の御先
セン
途ド
を遂
トゲ
給はぬ御方をも大臣の 将を経給ふ御方をさして公
キン
達ダチ
と称ずる也
　
○十二
公ク
卿ギヤウ
の事
混ゴンザツ
雑していひやぶる族
ヤカラ
多ヲヽ
し浅ましき事也摂
セツ
政シヤウ
関白大政大臣左
サウ
右の大
臣内大臣准
ジユ
大臣皆公
コウ
と称
セウ
じ奉る也。中納言は従三位大納言正三位也し
かるに羽
ウ
林リン
名メイ
家カ
の中におゐて其器
キ
量リヤウ
高コウ
官クワン
に任
ニン
ず（十二ウ）べき人
を昇
シヤウ
進ジン
せしめたく思召るゝ時に高官の闕
ケツ
なくして余
ヨキ
儀なく大中納言
の間
アイダ
に沈
チンリン
淪の時は晩
バン
達タツ
を慰
ナグサメ
しばらく二位或は従一位にも叙
ヂヨ
せらる其
時は位
ヰ
高く官
クワン
卑ヒク
きによつて官を辞
ジ
し給ひて。前官の大納言に成
ナリ
給ふ
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を散
サン
一位
ヰ
散サン
二位
ヰ
と称じ奉る是を卿
キヤウ
と称
セウ
ず凡三位以上を卿
キヤウ
と称ずる也。
又参議は其職
シヨク
大ダイ
政シヤウ
官クワン
に居
ヰ
て公
ク
卿ギヤウ
と天下の事を参
マジハ
り議
ハカル
職シヨク
分ブン
なるに
よつて四位
ヰ
の参議といへ共。猶卿
キヤウ
と称
セウ
ずる也併
シカシナガラ
天子より参
サン
議ギ
を
召るゝ時は卿といはずして四位と称
セウ
するなり（十三オ）
　
○十三
諸シヨ
大ダイ
夫ブ
の事
諸大夫は地
ヂゲ
下の人ばかりと心得たると見えて癖
ヒガ
事なる説
セツ
多し名
メイ
家カ
のう
ちにも諸大夫家
ケ
とて其家々あり其外源氏代々の御方々南
ナン
家ケ
式
シシ （ママ）
家ケ
菅カン
家ケ
江ゴウ
家ケ
の儒
シユ
門モン
並ナラビ
に大政官の外
ホカ
医ヰ
陰ヲン
の両道伊勢の祭
サイ
主シユ
等トウ
皆諸大夫の列
レツ
なるよし旧
キウ
記キ
に見へたり
　
○十四
北ホクメン
面の事
此比
ゴロ
愚グ
盲モウ
の者の著
チヨサク
作と見へてある書物に禁
キ
中チウ
の北面何がしとしるしぬ
さるにても浅ましき事（十三ウ）なりいかで禁中に北面の有べきや万一滝
タキ
口の事を聞はつりて書たるものか北面は人王七十二代白河院の御
時はじめて院中に武
ブ
勇ユウ
にすくれたる人をさしをかる西
サイメン
面は八十二代後
鳥羽院の御時にはじまりて近世は絶
タエ
ぬ北面は上
ジヤウ
下ゲ
あり今に院中を守
シユ
護ゴ
し奉る位は四位にまでいたる也
　
○十五
侍サフラヒ
の事
世に武家の若
ワカトウ
党などをも侍
サフライ
といふ人あり侍といふはおもき事のやうに
承りぬ既に人王九十代後宇多院の勅
チヨク
定ヂヤウ
弘コウ
安アン
礼レイ
節セツ
にいわく五位六位の
下（十四オ）北
ホク
面メン
推ヲシ
て侍
サフライ
と称
セウ
ずるよししかれば五位六位だに推
ヲシ
てとあ
ればおもき事爰にて知べし其外本
ホン
所シヨ
の武
ム
者シヤ
所トコロ
召メシ
仕ツカイ
所ドコロ
並ナラビ
に親王大臣
家ケ
に重代格
カク
勤ゴン
の輩
トモガラ
諸シヨ
司シ
の官
クワン
人ニン
等ラ
皆侍の列
レツ
也或は諸
シヨトウ
道に列
ツラナリ
一芸
ゲイ
を備
ソナ
へ
て官位に昇
シヤウ
進シン
する人々を五位の侍と称ずる事通
ツウ
称セウ
と見へたり
　
○十六
僧中官位の事
法ホツ
橋キヤウ
の官にのぼる法
ホウ
眼ゲン
の官にすゝむなどいふはあやまり也。僧
ソウ
正シヤウ
僧ソウ
都ヅ
律リツ
師シ
などいふこそ官なれ法橋法眼法印は皆位
ヰ
也されば法
ホウ
印ヰン
権ゴン
大ダイ
僧ソウ
都ヅ
（十四ウ）某
ナニカシ
といふ時は官
クワン
位ヰ
を合せたるもの也
　
○十七
称セウゴウ
号の事
称セウ
号ゴウ
を氏
ウヂ
かばねのやうにおぼへたる人おほしさにあらず一代の称号あ
り又ながく称
セウジ
号トノフ
るもありたとへば。九条右大臣師
モロ
輔スケ
公同
ヲナシク
大タイ
相シヤウ
国コク
伊コレ
通ミチ
公などは今
イマノ
九条殿の御先
セン
祖ゾ
にあらずそれより以
イ
前ゼン
の称
セウ
号ゴウ
にて九条
師輔公は閑
カン
院ヰン
家ケノ
元クワン
祖ソ
にて今の西
サイ
園ヲン
寺シ
殿。徳
トク
大ダイ
寺ジ
殿。菊
キクテイ
亭殿其外数
アマタ
多
の御家の御先祖なり。今の九条殿は兼
カネ
実サネ
公より始て九条殿と称
セウ
じ号
トナ
る（ママ）
也既
スデ
に俊
シユン
成セイ
卿。定
テイ
家カ
卿より以前は御
ミ
子コノ
左ヒタリ
と称
セウ
（十五オ）じ号
トナ
へ俊
シユン
成セイ
卿キヤウ
は五
コ
条チヤウ
と号
トナ
へ又定
テイ
家カ
卿キヤウ
は京
キヤウ
極ゴク
中チウ
納ナ
言ゴン
と称
セウ
し其後は二条
家ケ
冷レイ
泉セイ
家ケ
近代冷泉の両家此外に藤
フヂタニ
谷殿なと称
セウシ
号トナ
へ奉る也
　
○十八
太タイコウ
閤の事
世に大
タイコウ
閤といふは豊
トヨ
臣トミ
秀ヒデ
吉ヨシ
公ひとりにかぎりたる事とおぼえたる者お
ほしかならずひとりの事にあらず摂
セツ
家ケ
の御方 関々
クワン
白ハク
を他
タ
へ御譲
ユヅ
りな
されしを前
サキノ
関白と申奉り御子に譲り給ひしを大閤と称
セウ
じ奉る也たと
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
一一
へ一旦
タン
他タ
へ御譲りなされて其後にても前関白の御子関白に成給ふ時は
御父を太閤と称
セウ
じ奉る事勿
モチロン
論なり豊
トヨ
臣トミ
の秀吉公も秀
ヒテ
次ツク
殿（十五ウ）に
関白を譲
ユツリ
給ひしゆへ其世に太
タイカウ
閤と申せしを聞つたへて太閤といへば
秀吉と心得るは大き成癖
ヒガ
事也扨太閤の御飾
カザリ
をおろし給ふを禅
ゼンコウ
閤と称
セウ
じ奉る事勿
モチロン
論也
　
○十九
近コノ
衛ヱ
殿ドノ
八ヤツフヂ
藤の事
世に愚
グ
盲モウ
の者のことばに。近
コンドウ
藤は。近
アフミ
江のものゝ名字。遠
ヱンドウ
藤は。遠
トヲ〱ミ
江
のものゝ名字とにつこらしく惑
ワクセツ
説をたつる事浅ましき事なり。近衛殿
の御家には諸
シヨ
太タイ
夫ブ
八人ありて。進
シントウ
藤。内
ナイトウ
藤。近
コントウ
藤。加
カ
藤トウ
。斎
サイトウ
藤。
遠ヱントウ
藤。武
ム
藤トウ
。安
アントウ
藤。是を八つ藤といへり右いつれも。藤（十六終オ）
原の氏
シ
族ソク
にて近衛殿より出たるよしにて其末
ハツ
流リウ
諸国にはびこりぬと承
りつたへぬ官職田舎辨疑一之巻終
（十六終ウ）
官職田舎辨疑巻之二目録㊀文
ブン
武ブ
官クワン
事
　　　　
并
　
平ヘイ
治ヂ
の乱の起り
　　　　　　　　　　
附
リ
二条関白師
モロ
通ミチ
公の御事
㊁大
タイ
臣ジン
家ケ
の御事
　　　
并
　
逍セウ
遙ヨウ
院ヰン
実サネ
隆タカ
公の御事
　　　　　　　　　　
附
リ
後ゴ
十ヂウ
輪リン
院ヰン
通ミチ
村ムラ
公コウ
の御事
㊂諸
シヨ
家ケ
の御事
　　　　
并
　
左大臣橘
タチハナノ
諸モロ
兄ヱ
公の御事
　　　　　　　　　　
附
リ
藤原押
ヲシ
勝カツ
の例
㊃天
テン
文モン
暦レキ
道タウ
の事
　　　
并
　
安ア
部ベノ
晴ハレ
明アキラ
の事
　　　　　　　　　　
附
リ
泰ヤス
親チカ
賀カ
茂モ
の社
ヤシロ
にて雷
ライ
にあいし事（一オ）
　　㊄六条家の事
　　　　
并
　
修シユ
理リ
太夫顕
アキ
季スヱ
の事
　　　　 　　　　
附
リ
内大臣有
アリフサ
房公御手がらの事
　　 　　㊅御
ミ
幸ユキ
の事
　　　　　
并
　
行ギヤウ
啓ゲイ
の事
　　　　 　　　
附
リ
円ヱン
融ユウ
院ヰン
大井川にて御遊の事
㊆帝
テイワウ
王の御事
　　　　
并
　
脱ダツ
屣シ
の御事
　　　　　　　　　㊇新
シン
院ヰン
の御事
　　　　
并
　
太ダ
上ジヤウ
皇クワウ
尊ソン
号ゴウ
の御事
㊈法
ホウワウ
皇の御事
　　　　
并
　
熊クマ
野ノ
江卅三度御
ミ
幸ユキ
の事（一ウ）
㊉院
ヰン
参サン
公家衆の御事
　
并
　
布ホ
衣イ
始ハジメ
北ホク
面メン
始ハジメ
の事
○十一
一イチノ
人ヒト
の御事
　　　
并
　
凡ボン
人ニン
の事
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○十二
滝タキグチ
口の事
　　　　　
并
　
畠ハタケ
山ヤマ
 伊イ
東トウ
 宇ウ
佐サ
美ミ
 後ゴ
藤トウ
が事
○十三
諸シヨ
家ケ
源
チヲ （ママ）
氏ジ
の事
　
并
　
神ジン
祇ギ
伯ハク
の事
○十四
施セ
薬ヤク
院ヰン
の事
　　　　
并
　
欽キンメイ
明天王医
ヰ
博バカ
士セ
の事
○十五
帯タテワキ
刀の事
　　　　　
并
　
木キ
曽ソ
義ヨシ
仲ナカノ
父チヽ
義ヨシ
賢カタ
先ゼン
生ジヤウ
たるの事（二オ）
官職田舎辨疑巻之二目録終
（二ウ）
官職田舎辨疑巻之二　
㊀文
ブン
武ブ
官クワン
事
文ブン
官グワン
武ブ
官クワン
の事を世にあやしき輩
トモガラ
はあらぬ事にいひなす無下に恐れを
わきまへぬにぞ侍る。文
フン
武ブ
の官と申すはたとへば内大臣の左大将大納
言の右大将のたぐひ也大将は武官也大臣大納言は文官也然ば文武兼
ケン
備ビ
たるを手からと申す也但し 外の御家にかけ給ふ事なし。五摂家清華にかぎりたる事なり。職原抄に曰執
シツ
柄ヘイ
の息
ソク
におゐては次第を超
コヘ
て左
ヒダリ
に任
ニン
ずる所とあれば右大将をこへて。左大将に成給ふは常の事
（三オ）也又凡
ボンニン
人におゐてはいよ
く
眉ビ
目ボク
とあり是は摂家清華の外の
御家にて自
シ
然ゼン
大将に成給ふは申べきやうもなき御手がらなれ共たまさ
かなる例
レイ
也扨大納言大臣に成給ぬ以前に後
ノチ
の二条の関白師
モロミチ
通公参儀の
時大将をかけ給ひし事を無
ブ
双サウ
の御手がらに申つたへしぞかし誠に大将
は武官の至極をも
く
しき事と承り伝へぬされば平治の乱のもとは。
権中納言兼
ケン
中宮権大夫藤原信
ノブ
頼ヨリ
卿キヤウ
と少納言入道信
ノブニシ
西と中あしくして
互に身をほろぼし君をそこない民をくるしめけるぞうたてしいづれも鳥トバ
羽の上
ジヤウ
皇クワウ
の御寵
テウ
愛アイ
にほこりて信頼卿
キヤウ
大将を（三ウ）のぞみ申さ
れしかば上皇信西に仰せありてかならすしも重
ヂウ
代タイ
清セイ
花グワ
の家にあらざれ
ども時によつて大将になさるゝ事も有べきとの時信西世の中扨はと歎ナゲカハ
しくて申けるは。信頼などが大将に成なば誰かは望をかけ候はざ
らん君の御政
マツリゴト
は司
ツカサ
召メシ
をもつて先
サキ
とす叙
ヂヨ
位イ
除ジ
目モク
に癖
ヒガ
事出来ぬれば上
カミ
天の巍
ギ
ギ々
に背き下
シモ
人の貶
ソシ
りをうけて世のみだるゝ端
ハシ
也其例
レイ
和ワ
漢カン
に多し
さればにや阿
ア
古コ
丸大納言宗
ムネミチ
通卿を。白河院の大将になさんと思召たり
しかど寛
クワン
治ヂ
の聖
セイ
主シユ
の御ゆるしなかりき故
コ
中ナカノ
御ミ
門カド
藤トウ
中納言家
イヘ
成ナリ
卿を旧
キウ
院大納言になさば と仰られしかども諸（四オ）大
ダイ
夫ブ
の大納言になる
事は絶て久しく中納言になりたるだ 過分の事をと諸卿いさめ申されしかば思召やみ給ぬ況
イハン
や近
コン
衛ヱ
の大将をや。三
サン
公コウ
には列
レツ
すれど大将を経
ヘ
ざる臣
シン
下カ
のみあり執
シツヘイ
柄の息
ソク
莫バク
才サイ
の輩も此職
シヨク
を先
セン
途ド
とす。信
ノフヨリ
頼などが
身を以て大将をけがす事は有ましき事といさめ申して終
ツイ
に此事やみぬ
是より信
ノブ
頼ヨリ
信ノブニシ
西いどみ合て平
ヘイ
治ジ
の乱はをこりける誠に此職のおもき事
をのべんが為に田
テン
舎ジヤ
の人までしれる平治の乱を引あらはし侍る信西が
ことばをもつて大将のおごそかなる事をしるべきにや（四ウ）
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㊁大
タイ
臣ジン
家ケ
の御事
三家
ケ
の御事を片
カタ
田イナカ
舎の人は癖
ヒガ
事をのみいひあへり。大臣家
ケ
と申して五
摂家九清華の外に御三家有正親町三条殿
　
中院殿
　
三条西殿
　
是を大
臣家と称し奉るは摂家清花の如く大将をこそかけ給はね三公の列
レツ
に成
給ふ御童
ドウ
形ギヤウ
の時従五位下首
シユ
服フク
を加ふるの時従五位上又は正五位下中
少将を経
ヘ
給ひ宰相に成給ふ又は直
ヂキ
に納
ノフゴン
言にのぼり給ふもあり武官の長
たる大 兼給はざるゆへ空
クウ
大臣とも申とかや競
ケイ
望ホウ
なくして大臣にい
たり給ふは甚御手がらと申つたへぬ正親町三条殿（五オ）と三条西殿は転法輪殿の御家よりわかれ給ふ閑
カン
院家とも申すなり。取わけ三条西
殿の御家に有
ユウ
職シヨク
故コ
実ジツ
文ブン
道ダウ
の御たしなみふかく御代
ダイ
々〱
に博
ハク
才ザイ
の御方多
く出給ふ殊に世に人 申し伝ふる逍
セウ
遙ヨウ
院ヰン
実サネ
隆タカ
公称
セウメウ
名院公
キン
條ヱダ
公近代には
三サンコウ
光院重
シゲヱダ
條公をの
く
右大臣に成給ひ御家の和歌の書を三玉集と申て
御三代の御哥人申も恐れあり武
ム
者シヤノ
小コウ
路ヂ
殿も此三条西殿のわかれなり
扨中院殿は村
ムラカミ
上源氏にて通
ミチカタ
方卿を祖
ソ
として此御家も御代々和哥の達
タツジン
人
出給へり中にも通
ミチ
勝カツ
卿を御
コ
法ホウ
名メウ
素ソ
然ゼン
とも申 也
ヤ
足ソク
軒ケン
とて隠
カク
れなし後
ゴ
十ジウ
輪リン
院通
ミチ
（五ウ）村
ムラ
公と申しも内大臣に成給ひて和哥の御名世に高し
　
㊂諸
シヨ
家ケ
の御事
田イナカ
舎の人は公
クゲ
家衆といへばいづれも一やうに心得侍れどさにはあらず
諸家の御かた
く
は其家によつて官位高下ある事挙
アゲ
てかぞへがたし或
は大納言にてつまる家もあり中納言まで ぼり給ふも有 又それより下つかたにて一生をすごし給ふもあ 又位あつて官なき もあり。かくのごとくさま
く
の高下有事一々はしるしかたし扨官といふは左大
臣右大臣内大臣大納言中納言などの事也職
シヨク
といふは関白の東
トウ
宮クウノ
傅フ
の
中宮
　ノ大タユフ
夫（六オ）のなどをいふ位
イ
は。三位二位一位也一位も従一位と
申が現
ゲンザイ
在の御くらゐなり。正一位と申すは大かた諡
ヲクリ
号ゴウ
也天
テン
平ビヤウ
勝セウ
宝ホウ
二
年従一位左大臣諸
モロ
兄エ
公はじめて正一位に叙
ヂヨ
し給ひ其後藤原押
ヲシ
勝カツ
同永
ナガ
手テ
等公叙し給ふ此外は存
ゾン
生シヤウ
の例
レイ
なし皆贈
ヲクル
位クライ
也
　
㊃天文暦道の事
天テン
文モン
暦レキ
道ドウ
の事を不
フ
合ゴウ
の沙汰する人有其はじめをしらずと見へたり。陰
ヲン
陽ヤウ
道ダウ
昔は一家として両道を兼たりしかるに加茂
　ノ保ヤス
憲ノリ
といふ名人天文道
を以て安倍晴明に授
サヅ
け暦
レキ
道ダウ
を息子光
ミツヨシ
栄に譲
ユヅ
る是より（六ウ）両道にわ
かるゝなりそれ天文といふは天地変
ヘン
災サイ
雲ウン
気キ
非ヒ
常ジヤウ
の怪
アヤシ
みある時其様子
を見て是は吉
キチ
瑞ズイ
是は凶
キヤウ
兆テウ
と明らむ役也されば此見立は凡人の及ふべ
きにあらず又暦道は年々の暦
コヨミ
を沙汰する是は算数を以て致す所也。加
茂保憲名誉の達人なれば我子 光
ミツヨシ
栄に天文をさづけたくは思ふらめど
器キ
量リヤウ
及ばさるがゆへに暦
レキ
道ドウ
ばかりをさつけ弟子の晴明に大事の天文
道をあたへられ侍るは晴明が器量抜
ハツクン
群すぐれたるかゆへなりまこと
に。保憲我子の愛
アイ
にをぼれて天文を光栄に譲らず。天下国家の為なら
ず家（七オ）の瑕
キヅ
といひ誹
ソシ
りを後代に残すべきに正
シヤウ
道タウ
のはからい後
世に恥
ハヂ
ずとかや。去程に晴明は古今無
フ
双ソウ
の神人にて其子孫泰
ヤス
親チカ
などい
ふも希
キ
代タイ
の博
ハカ
士セ
にてありし也此泰親は加茂の社に詣てける折ふし雷落
かゝりたれども何の障
サワ
りもなし平家物がたりにもしるしたるごとく奇
キ
妙メウ
を顕
アラ
はしたり其外人の見る諸書
シヨ
に書
カキ
のせたれば爰にのぶるに及すし
かるに元祖保
ヤス
憲ノリ
が眼
ガンリキ
力は明
メウ
哲テツ
なるものなり暦
レキ
道ダウ
は光
ミツヨシ
栄のながれにて今
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にあれどもさだかに人しらず安倍の家筋をば。土
ツチ
御ミ
門カド
と号
ゴウ
して今に天
文道を掌
ツカサド
り給ひて風
フウ
雲ウン
気キ（七ウ） 色
シヨク
を奏聞
モン
あるとかや晴明より十七代
の後。 有
アリ
脩スミ
卿より土御門と申す称
セウゴウ
号をこり従三位に叙しはじめて昇
シヤウ
殿デン
ありて今泰
ヤスツラ
連朝臣にいたつ 七代なり二位にも成給ふ御家とかや
　
㊄六条家
ケ
の事
今の六条殿を往
ムカシ
昔和
ワカ
哥の家の六条の御末といふ人あり余りなる僻
ヒガ
事浅
ましき所
ワザ
為なり往昔六条家とて和哥の一流をたてられしは藤
フチハラ
原の魚
ウヲ
名ナ
の苗
ヘウヱイ
裔摂津守澄
スミ
経ツネ
の孫
ソン
。六条の修理大夫顕
アキ
季スヱ
。其子左京大夫顕
アキ
輔スケ
。其
子清
キヨ
輔スケ
。重
シケイヘ
家。顕
ケン
昭ジヤウ
法師等なり又有
アリイヱ
家知
チカイヘ
家など（八オ）も顕輔の孫
マコ
にて是等 人々を和
ワカ
哥の六条家と申せしなり。定
テイ
家カ
卿キヤウ
の父俊
シユン
成セイ
卿も
はじめは顕輔の養子にて顕
アキ
広ヒロ
と申せしが後に風躰をあらため給ひて基
モト
俊トシ
の門弟となり給へり。扨今の六条殿と申すは村上源氏にて久我殿の
わかれとかや左少将通有朝臣 祖
ソ
として六条殿と申称
シヤウ
号カウ
発りたり此
通有朝臣の御子内大臣有房公と申せしは和
ワ
漢カン
の才
サイ
に富
トミ
させ給ふのうへ
又類
タグヒ
なき能書にておはしましける依
コレニ
レ之ヨツテ
君も大切に覚召同
トウ
官クハン
も肥
ヒバ
馬
の塵
チリ
をはらひ給けるかゝる有
ユウ
道タウ
の賢
ケンシン
臣なればにや従一位内大臣にいた
り給ひぬしかるに有房公病
ヒヤウ
悩ナフ
危キ
急キウ
に成給ひて此由を天
テンテウ
聴に（八ウ）
達タイ
しければ花園
ゾノ
の法皇〔九十四代萩原院と申す〕御かなしひの余りに
有房公の亭
テイ
へ御幸成て内
タイ
府フ
の病気を労
ラウセ
させ給ふよし申伝へたり上代に
はかやうのためしもあるべきかそ も摂
セツ
関クワン
の器
キ
外グワイ
祖ソ
父ブ
なとの威
ヰ
徳トク
な
らで 御幸有て臣下 病をとはせ給ふましき事なりいはんや末代におゐてをやことに摂関の御家にもあらず父の朝臣は纔に。少将迄いたら
せられ其子として如此大
タイ
官クワン
のいたゞき給ふ事君のいつくしみといひ
才徳のほまれといひ御家の手がらぞかし然るになんぞ六
ロク
条ジヤウ
顕アキ
季スヘ
のな
がれといひあやまるは無下のいたりそかし既
スデ
に顕季は藤原也今の六条
殿は源氏にて将軍昵
ジツ
（九オ）近
キン
の御方
カタ
也
　
㊅御
ミ
幸ユキ
の事
みゆきといふを田
イナカ
舎の人はいづれ同し文字に覚へたると見へたり天子
は行
ユク
処トコロ
に必幸
サイハヰ
ありといふ本文
モン
によつて行
キヤウ
幸ゴウ
と申すよし北山日記に
も見えたり仙洞女院の御出を御
ゴ
幸コウ
と申す也又東
トウ
宮
　ウ中宮の御出を行
キヤウ
啓ケイ
と申すなりされば六十四代円
ヱン
融ユウ
院なんどより院中の御
コ
政セイ
務ム
ありて勧賞
あれば幸の字を用ゆへきにや円融院大井川にて御遊の時。摂政時仲公三位を召て院 仰せを伝えて参議になされければ人々傾
カタムキ
て主上の御前
ならずして忽
タチマチ
に参議になさるゝ事然へ（九ウ）からず今日の御遊いみ
じかりけるに此事ゆへ興さめたりといひあへるとなりしか 共七十一代後三条院の御比まて譲国
コク
の後院中にて正しく政
セイ
務ム
ありとは見えず七
十二 白河院の御時はじめて院にて政
マツリゴト
を知らせ給ふと見えたり扨朝
テウ
覲キン
の行
キヤウ
幸コウ
と申すは天子年のはじめに御父の上皇御
コ
母ボ
后コウ
へみゆきなる
事也五十二代嵯
サ
峨ガノ
天皇大
タイドウ
同四年八月に朝
テウ
覲キン
の儀
キ
はしまる。続日本後記
に嘉
カ
祥ジヤウ
二年正月廿日に。仁明天皇 〔五十四代〕御母后に朝
テウ
覲キン
の為冷泉
院に行幸なる。 彼
カノ
時トキ
天皇南
ナンカイ
階をくだり給ひて笏
シヤク
をたゞしくして跪
ヒザマツキ
給
ひし事侍るとかや 朝覲行幸は正月二日或は吉日を用ひ給ふと。拾
シウ
芥カイ
抄（十オ） もしるしぬ
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
一五
　
㊆帝王の御事
当トウギン
今を今上皇帝とも申し奉るを田舎の人はきんじやう皇
クワウ
帝テイ
ととなへ
申さるゝは大きなるあやまりと承りぬ今
ゴン
上ジヤウ
皇クワウ
帝テイ
と申奉るとかや又脱
ダツ
屣シ
の天子と申奉るはふるきわら屣
グツ
の足にかゝりてすてまほしくおほし
めして捨給ふ如くをしみおぼしめす事なう新
シン
主シユ
に御くらゐをゆづり給
ふゆへに御位をのかれさせ給ふを脱
ダツ
屣シ
の天子と申し奉るなり。天子と
は天を父と 地を母とし天地宏
グワウ
才サイ
の仁
ジン
心シン
を以て民をおさめ給ふ凡
ホンヨウ
庸
のたねならずしておはしませば天
テン
子シ
と称し（十ウ）奉る也よつて御機
嫌を天
テン
気キ
と申御かわらけを天
テン
盞バイ
をいたゞくと申天顔
ガン
の拝
ハイ
すなどゝいづ
れも天の字を称ずるは至
シイ
尊ソン
の御くらゐ天とひとしきがゆへ也其外の字
を上につけて唱
トナ
へ奉るなり
　
㊇新院の御事
御門御位を東
トウグウ
宮に御譲
ユヅ
りありて治
ヂ
世セイ
の政
マツリゴト
をのがれさせ給ふ後に新主
より尊
ソンゴウ
号を奉り給ひて太
ダ
上ジヤウ
天皇と称し奉るなり是を御
ゴ
追ツイ
号ゴウ
のやうに
おぼへし人あり以外浅ましき事なり自
シ
然ゼン
御在位のうちに崩
ホウ
御キヨ
ましませ
ば御
ゴ
追ツイ
号ゴウ
は勿論の御事也尊
ソンゴウ
号を蒙
カウフ
らせ給ふを上皇とも申奉り仙
セントウ
洞仙院
（十一オ）とも申奉る也扨後にすべらせ給ふを新院と申奉る也時の様によつて本院一院とも称じ奉る也太
ダ
上ジヤウ
皇クワウ
御ゴ
一ヒト
方カタ
の時は新院と申事な
し　
㊈法皇の御事
法皇と申奉るを只院の御所の御事とおぼへたる人ありさにはあらず御
くらゐをのかれさせ給ひたる後法門に入給ひて御飾
カザリ
をおろし給ひた
るを法皇と申奉るなり法皇のはじめは五十九代宇多天皇也是を寛
クワン
平ヘイ
法ホウ
皇ワウ
と申奉りしなり或人のいはく熊野へ三十三度御幸なければ法皇と
は申がたきとかや（十一ウ）　
㊉院
ヰン
参ザン
の公家衆の御事
烏ヱボシ
帽子狩
カリ
衣ギヌ
にて院の御所へ参り給ふ公家衆を御位も卑
ヒク
きやうに田
ヰナカ
舎の
人の思ふは浅ましき事也。たとひ大臣大納言にても院へ参り給ふ時は冠は着
チヤクシ
給はぬ也御位をすべり給ふ後に尊
ソンゴウ
号定
サダメ
あり。次
ツギ
に布
ホヰ
衣始と
て御
ヲン
烏ヱ
帽ホ
子シ
をめさるゝとかや。 次に北
ホクメン
面始
ハジメ
とて彼
カノ
輩トモガラ
をめしをかるゝ
也しかれば院
ヰン
に伺
シ
候コウ
の公
クゲ
家衆冠着
キ
給ふべきやうなし君も御烏帽子なれ
ばなり　
○十一
一イチノ
人ヒト
の御事
田舎人はいづれも同じやうにおぼえたる事なり。一
イチジン
人と申すは天子の
御事也一
イチノヒト
人と申すは天子より関白殿へ御免
ユルシ
あつて一
イチノヒト
人と申すなり是
を一
イチノザ
座の宣
セン
旨ジ
と申て諸臣万人の（十二オ）上
カミ
に立
タチ
給へと申す事なり扨
一イチニン
人といふは諸
シヨ
人ニン
をさして一
イチニン
人二人といふ事なり一
イチノヒト
人と申す事殊にお
もく
しき事なり天下におゐて傍
カタハラ
に人なきがことくといふ心とかや
　
○十二
滝タキグチ
口の事
禁中の北面とおほへたる人のことばに滝口何の何 し。只一人の名といへり余りに浅ましき僻
ヒカ
事なり禁中の滝口は侍の官なり。凡滝口は五
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十九代宇
ウダ
多帝
テイ
の御宇始て源平重代の侍武
ブ
勇ユウ
の達
タツシン
人を二十人えらびて常
に禁中に伺
シ
候コウ
し清涼殿の東北承
セウ
香ケウ
殿デン
の西の滝
タキグチ
口の戸を勤
キンバン
番せしむ是よ
り代々二 人を補
フ
せらるゝ非
ヒ
常シヤウ
の儀
ギ
警ケイ
（十二ウ）固
コ
のために其人を
択エラハ
るゝの間重代佳
カ
名メイ
の侍
サフラヒ
多く是に補
フ
す八十三代土
ツチ
御ミ
門カトノ
院の御宇
承セウゲン
元四年五月に仰せありて関
クワン
東トウ
の武
ブシ
士。三
ミ
浦ウラ
。畠
ハタケ
山。伊
イ
東トウ
。
宇ウサミ
佐美。後
ゴ
藤トウ
。葛
カ
西サイ
其外十三家を滝口の侍
サフライ
に召るゝ事田舎人の知
シリ
たる
東アツマ
鑑カヽミ
にもあるぞかし又六位の侍をえらびて滝口廿人に補せらるゝ其
中ウチ
三人を上臈
ラウ
とす一月づゝ勤
キンバン
番して滝口の事を支
シ
配ハイ
す流
リウレイ
例に依て必左
サ
右ウ
馬マノ
允セウ
を兼
カネ
るを有
ウ
官クワン
の滝口といふなり
　
○十三
諸シヨ
家ケ
源ケン
氏ジ
の事
源ゲン
家ケ
の流には様々の有事なれ共いづれもひとつに（十三オ）おぼへた
る人おほし先五十二代嵯
サガ
峨天王の御子左大臣信
ノブ
公コウ
をはじめ男女すべて
三十人に
ミナモト
の朝
アソン
臣の姓
シヤウ
を給ふ是源
ミナモト
氏ウヂ
の最
サイ
初シヨ
也。源
ミナモトノ
左大臣融
トヲル
公コウ
も
其内なり。此流はいづれも一字名
ナ
乗ノリ
也。順
シタガフ
。至
イタル
。綱
ツナ
。競
キオフ
などいふ類
ひ当代にも其名残有此等
ラ
を嵯
サガ
峨源氏といふ也又それより後五十六代清
セイ
和ワ
天王第六の御子桃
モヽ
園ソノヽ
貞サダ
純ズミ
親王の子息六孫王経
ツネモト
基に源の姓を下され
是を清和源氏と号
ゴウ
す此流
ナカレ
堂トウ
上シヤウ
にては竹田殿也惣じて武家には清和源
氏多しそれゆへ軍書にも多く見えて童
ワラベ
までもよく知りたるは清和源氏
也又其後五十九代宇
ウ
多ダノ
天王より（十三ウ）出たる源氏あり。公家にて
は庭
ニハ
田タ
殿綾
アヤノ
小コウ
路チ
殿又は五
イツ
辻ツチ
殿なり。武家にては佐々木の一流悉
コト〱
く宇
多源氏也。 宇多天皇の御孫延喜帝の皇子西
ニシノ
宮ミヤノ
左大臣高
タカ
明アキラ
公コウ
の子
孫を醍
ダイ
醐ゴ
源氏と申し延
ヱン
喜ギ
帝テイ
の御子村上天皇第七の皇子中
ナカ
務ツカサ
卿キヤウ
具平親
王の後
コウ
胤ヰン
を村上源氏と申して公家にては久我殿の一流中院殿其外六条
殿岩倉殿千
チ
種クサ
殿東
ヒカシ
久ク
世セ
殿。久
ク
世セ
殿。梅
ムメ
渓タニ
殿。愛
ヲタギ
宕殿。植松殿也武士
にては赤
アカ
松一流其外繁
ハン
々〱
の輩
トモガラ
皆村上の御流
ナガレ
也それよりはるかに後。
六十五代花山院の御子弾
ダン
正シヤウ
尹ヰン
清キヨ
仁ヒト
親王に源の姓を給はりぬ是を花山
源氏と申す也。今の白河殿は此（十四オ）清
キヨ
仁ヒト
親王の御末なり。神祇
伯の始は則清仁親王也其 又七十一代後三條院の皇子輔
スケ
仁ヒト
親王の御子
花ハナ
園ゾノヽ
大臣有
アリ
仁ヒト
公コウ
に源氏の姓を賜
タマワ
つて是を三条源氏と申す其外様々の
源氏あれ共子孫のたへたるもあり。 あれどもなきがごとくなるもありとかや　
○十四
施セ
薬ヤク
院ヰン
の事
医ヰ
博ハカ
士セ
といふを田舎の人は神
ミコ
子山
ヤマブシ
伏の薬を業
ワサ
とするやうにおぼゆる大
き成僻事也医
ヰ
博ハカ
士セ
といふは卅代欽
キン
明メイ
天王十一年百済国より。医博士薬
博士来
ライチフ
朝す是より本朝の医
ヰ
学ガク
詳
ツマヒラカ
なり其後医博士一人を置せ給（十
四ウ）ふ又権
コン
医ヰ
博ハカ
士セ
一人あり正七位下に相
アイ
当アタ
る凡素
ソ
問モン
内タイ
経脈
ミヤク
経本草
等をつまびらかにわきまへ講
コウ
誦ジユ
して医学の初
シヨセイ
生にをしゆる事をつかさ
どる医書におゐてひろく学び詳
ツマビラカ
にわきまへて知らずといふ事なきに
よつて医
ヰ
博バカ
士セ
と名
ナ
号ヅクル
なり和
ワ
気ケ
丹タン
波バ
の両流医書通達
タツ
の人五位の時これ
に任せられし也昔は俗
ゾクタイ
躰にて有しがちかきころは法躰と成て位官他
タケ
家
の及ぶ所にあらず誠に国家の宝
ホウ
器キ
は此両家ぞかし
　
○十五
帯タテワキ
刀の事
帯刀を只一人の事とおぼへたる人あり。さにはあらず。帯 （十五終オ）
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
一七
刀といふは。春宮に卅人あり。禁中には滝口院には北面春
トウ
宮には帯刀
いつれも子
シ
細サイ
は違ふといへども皆
ミナ
兵杖
ジヤウ
を帯して警
ケイ
固ゴ
をつとむる役
ヤク
な
り。源平重代の武
ブシ
士の武
フ
勇ユウ
の才
サイ
あるをえらひて帯刀に補
フ
せらるゝなり
春トウ
宮坊のうちにて。刀を帯するゆへの名なるべし。三十人の内殊に其
器キ
量リヤウ
をえらひて上
カシラ
首とする也よつて是を帯刀先生といふ木
キ
曽ソ
義ヨシ
仲ナカ
の
父義賢
カタ
を帯刀先生といへり。此類ひ也又衛門兵衛の侍
サフライ
の帯刀に補する
を帯刀衛門。帯刀兵衛とて手がらなる事也官職田舎辨疑巻二之巻終
（十五終ウ）
官職田舎辨疑巻之三目録㊀本
ホン
朝テウ
将シヤウ
軍グン
の事
　　
并
　
坂サカ
上ノヘ
田タ
村ムラ
丸マル
の趣
ヲモムキ
　　　　　　　　　　
附
リ
木キソ
曽義
ヨシ
仲ナカ
の事
㊁日
ニツ
本ホン
惣ソウ
追ツイ
補フ
使シ
の事
　
并
　
右ウ
大ダイ
将シヤウ
頼ヨリ
朝トモ
卿キヤウ
の事
　　　　　　　　　　
附
リ
新中
チウ
納ナ
言ゴン
平タイラノ
知トモ
盛モリ
卿の事
㊂織
ヲ
田ダノ
信ノブ
長ナガ
公コウ
の事
　　
并
　
豊トヨトミ
臣秀
ヒデ
吉ヨシ
公の事
　　　　　　　　　　
附
リ
将軍宣
セン
下ゲ
の沙汰
㊃淳
シユン
和ナ
奨シヤウ
学ガク
別ヘツ
当トウノ
事
 　
并
　
鹿ロク
苑ヲン
院ヰン
殿ドノ
の事
　　　　　　　　　　
附
リ
源氏の御頭
カシラ
の事（一オ）
　　㊄武
ブ
家ケ
官クワン
の事
　
 　　
并
　
織ヲタ
田常
ジヤウ
真シン
の事
　　　　 　　　　
附
リ
今イマガハ
川貞
サダ
世ヨ
入道了
リヤウ
俊シユン
の事
　　 　　㊅呼
ヨビ
名ナ
の事
　　　　　
并
　
親シン
王ワウ
家ケ
大タイ
臣シン
家ケ
諸シヨ
大タイ
夫フ
の趣
　　　　 　　　
附
リ
将シヤウ
軍クン
家ケ
御直
ヂキヒト
人の事
　　 　　㊆京鎌
カマ
倉クラ
百ヒヤク
官クワン
の事
　
并
　
求モト
女メ
 丹タン
下ゲ
の次第
　　　　 　　　㊇受領の事
　　　　　
并
　
国コク
事ジ
官クワン
領リヤウ
の趣
ヲモムキ
　　　　 　
附
リ
五ゴキ
畿七道
ダウ
のわかれの事
㊈大
タイジユ
守の事
　　　　　
并
　
清セイ
和ワ
天王旧
キウ
記キ
の次第
　　　　　　　　　
附
リ
親王国
コク
務ム
の事（一ウ）
㊉按
ア
寮
ゼツ （ママ）
使シ
の事
　　
并
　
授シユ
刀トウ
長チヤウ
官クワン
の事
○十一
秋アイ
田タ
の城
ジヤウノ
介スケ
事
　
 
并
　
出デワ
羽の国
クニ
の名
ミヤウ
目モク
の起
オコ
り
　　　　　　　　　
附
　
雄ヲ
勝カチ
の城の事
○十二
大ダ
宰ザイ
府フ
の事
　　　　
并
　
九キウ
州シウ
二ニ
島トウ
に紫
シ
草サウ
のはびこる事
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○十三
大ダイ
弐ニ
小セウ
弐ニ
の事
　　　
并
　
小ヲ
野ノヽ
朝臣毛
ケ
野ノ
の事（二オ）
官職田舎辨疑巻之三目録終
（二ウ）
官職田舎弁疑巻之三　
㊀本
ホン
朝テウ
将シヤウ
軍クン
の事
本朝将
シヤウ
軍グン
の始
はじめ
を。源
ミナモトノ
頼ヨリ
朝トモ
卿キヤウ
とかたむきに覚
おほ
へたる人あり。浅
アサ
まし
き僻
ヒガコト
事也。将
シヤウ
師スイ （ママ）
の元
グン
始シ
は。人
ニン
王ワウノ
最サイ
初シヨ
神ジン
武ム
天テン
皇ワウ
東トウ
征セイ
の時
トキ
。道
ミチ
臣ヲン
の命
ミコトヲ
を（ママ）
以て軍
グンスイ
師とし給ふ。是物
モノヽ
部ベ
氏ウヂ
の始
シソ
祖なり。其後十代崇
シユ
神ジン
天
皇十年に四
シ
道ドウ
の将軍に命
メイ
じて四方の国をおさめしむ将
シヤウ
軍グン
の号
ゴウ
是コレ
より
起ヲコ
れりなんぞはるか末
スヱ
の頼
ヨリ
朝トモ
卿キヤウ
をはじめといふへきや是は惣
ソウ
追ツイ
補フ
使シ
の事を聞はつりたるゆへ成べし扨十二代景
ケイ
行コウ
天皇四十年に皇
ワウ
子ジ
日ヤマト
本
武ダケノ
尊ミコト
を以て大
ダイ
将シヤウ
軍グン
とし武
タケ
日ヒ
武タケ
彦ヒコ
二人の命
ミコト
を左
サウ
右の副
フク
将シヤウ
として東
トウ
夷ヰ
を征
セイバツ
伐し（三オ）給ふ十五代神
ジン
功ゴウ
皇クワウ
后ゴウ
三サン
韓カン
を伐
ウチ
給ひて鎮
チン
守シユ
将軍をつ
かはして其しりへを治
ヲサ
めらる。鎮
チン
守シユ
府フ
の称
セウ
は是より発
ヲコ
れり日本国中に
殊さら東
アツマ
夷背
ソムキ
やすく帝
テイ
都ト
を襲
ヲソヒ
奉るを以て東
トウセイ
征の将軍を置
ヲキ
て国
コク
司シ
の
外に鎮
チン
守ジユ
府フ
を任
ニン
じ辺
ヘン
要ヨウ
の警
イマシメ
とせらる。四十五代聖武天皇の御宇にはじ
まれり又五十二代嵯
サ
峨ガノ
天皇 御時文
フン
屋ヤノ
綿ワタ
丸マル
征セイ
夷ヰ
将シヤウ
軍グン
に任
ニン
じてより征
夷将軍の号
ゴウ
あり又坂上田
タ
村ムラ
丸マル
は征
セイ
東トウ
夷ヰ
将軍と称ず参議藤原忠
タヽ
文フミ
を征
セイ
東トウ
夷ヰ
大ダイ
将軍に任せらる其後久しく中
チウゼツ
絶せしに木
キ
曽ソ
義ヨシ
仲ナカ
都ミヤコ
に登
ノボ
りて兵
ヘイケン
権
を執
トル
の日
ヒ
征夷大将軍に任
ニン
せらる其次
ツギ
は頼
ヨリ
朝トモ
卿キヤウ
也（三ウ）しからば将
軍の中
チウコウ
興といふは。木曽義
ヨシ
仲ナカ
なるべし
　
㊁日本惣追補使の事
将シヤウ
 軍グン
補フ
任ニン
の品々を浅ましく軍
グンシヨ
書のうへにていひのゝしる族
ヤカラ
多し無
ムゲ
下
に浅ましき事共なり。日
ニツ
本ホン
惣ソウ
追ツイ
補フ
使シ
のはじめは鎌
カマ
倉クラ
源ゲン
二位
ヰ
右大将頼朝
卿なり是頼朝卿雅
ガ
意ヰ
を以て任
ニン
じらるゝにあらず。平
ヘイ
家ケ
の賊
ゾク
徒ト
追ツイ
討トウ
の功
コウ
賞シヤウ
として後
ゴ
白シラ
河カワノ
院ヰン
より成
ナシ
下されしものなり。征
セイ
夷ヰ
将軍といふは海
カイ
内ダイ
衛エ
護ゴ
の任
ニン
にて武
ブケ
家の棟
トウ
梁リヤウ
なれば上代より有事なれども正しく惣
ソウ
追ツイ
補フ
使シ
は国
コクワウ
王より天下を下
クダシ
預アヅカ
りて政
セイホウ
法をさだめ日本のあるじとなり給ふ
心にて（四オ）頼朝卿元
グワン
祖ソ
なり将軍は海
カイタイ
内の御あるじなれば官
クワン
位ヰ
の
高カウ
下ゲ
にかゝはり給ふ事なしと見えぬ上代は中納言参議も此職
シヨク
に任
ニン
ず
既スデ
に田村丸は二
ニ
位ヰノ
大納言にて将軍を兼られたり清盛公の三男知
トモ
盛モリ
は正
三位新
シン
中チウ
納ナ
言ゴン
にて将軍なり此外上代より此職をかくる人多ければ一々
爰にしるすに及はず頼朝卿の長男頼家は左衛門督
カミ
にて将軍なり其舎
シヤテイ
弟
実朝公は右大臣 て将軍なり北条の代に成ては身の賤
イヤシキ
にへりくだりて
京都より親王摂家の君
キミタチ
達を招
マネ
き奉りて将軍と仰
アヲ
ぎける所
イハユル
謂権大納言頼
ヨリ
経ツネ
卿といひしは光
クワウ
明メウ
峰ブ
寺ジ
の関白道家公の四男（四ウ）にて藤原 り
しかども関
クワン
東トウ
源氏の家
カ
督トク
を継
ツギ
て征夷将軍とは成給ふ。加
シカノミナラズ
之人皇八
十七代の帝
ミカド
後ゴ
嵯サ
峨ガノ
院ヰン
第一の皇子一
イツ
品ホン
中ナカ
務ツカサ
卿キヤウ
宗尊親王。是則天子の
御子なれ共将軍也其外親王の将軍数
アマタ
多ありしかれば将
シヤウ
軍クン
職シヨク
のおもき
事惣
ソウ
追ツイ
補フ
使シ
の無
ヤンゴトナキ
止事
コト
を尊ふべきにぞ有ける
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
一九
　
㊂織
ヲ
田タノ
信ノブ
長ナガ
公の事
織田の信長公を将軍と称じたる書
シヨモツ
物あり不
イブカシキ
審事也古く人のいひ伝ふ
るに将
シヤウ
軍グン
宣セン
下ゲ
といふは重
ヲモ
々〱
しき大
タイ
礼にて仮
ケ
令リヤウ
の事にあらず信長公は
従一位の右大臣にまでに成たまへ共終
ツヰ
に将軍に成給はず此時は公方権
ゴン
（五オ）大納言義
ヨシ
昭テル
卿キヤウ
御存生におはしけるゆへ也扨豊
トヨトミ
臣秀吉公も関白
には成給へども終に将軍の宣
セン
下ゲ
なし昔より此宣下は武職棟
トウ
梁リヤウ
の御
式シキホウ
法なればゆゝしき御事かやうの大礼大賀に付てはさま
く
の御いは
れ有よし地下人の書
シヨ
籍シヤク
には皆一様に心得知ぬ事をも知たるやうに書
なし侍ればかならず人を惑
マドハ
すと古人もかなしみ給ひぬ
　
㊃両
リヤウ
院ヰン
の別当の事
淳シユン
和ワ
院ヰン
奨シヤウ
学ガク
院といふをさま
ぐ
いひのゝしる人有此両院の別当とい
ふは職なり別当といふは惣
ソウ
司ツカサ
といふ心也是は源家の氏
シ
族ゾク
の学文する
所を淳
シユン
和ワ
院奨
シヤウ
学ガク
院と（五ウ）いふ也結
ケツ
構コウ
成職
シヨク
にて久
コ
我ガ
殿御代々此別
当にておはしける然所に尊
タカ
氏ウヂ
卿の孫
マゴ
准ジユ
三サン
后ゴウ
大政大臣義
ヨシ
満ミツ
公の御時久
コ
我ガノ
相シヤウ
国コク
具トモ
通ミチ
公永く此職を将軍家へ進せられしより此かた公方の職と
なりぬ是源
ミナモト
氏ウチ
の棟
トウ
梁リヤウ
長チヤウ
者ジヤ
とも申なり両院の別当は源家公
コウ
武ブ
の
御頭
カシラ
と申事也
　
㊄武
ブ
家ケ
官クワン
の事
大平記などを訳
シヤク
するとてあらぬ事いふ族
ヤカラ
ありされはいにしゑより公方
家ケ
の外武家に大臣といふ官
クワン
なし若
モシ
将軍家の御一門なれば納
ナウ
言コン
相シヤウ
公コウ
羽
林などに任せらるゝといへり但信長公の次男正二位内大臣平
タイラ
信ノブ
雄ヲ
公コウ
（六オ）是は父
フ
兄ケイ
御コ
他タ
界カイ
の後
ノチ
城シヤウノ
介スケ
殿の子秀信を守
モリ
立タテ
給ひけるに依
ヨツ
て
内大臣には成給ひしとかや此信雄公後には織
ヲ
田タノ
常ジヤウ
真シン
と申けり扨古へ
より将軍家御一族
ゾク
は各
カク
別ベツ
の御事御家
ケ
人ニン
の大名衆外
ト
様ザマ
の御方
カタ
受ジユ
領レウ
諸シヨ
大ダイ
夫ブ
等にも侍
ジ
従ジウ
已上はこれなしそれより以
イゲ
下の物
モノ
頭ガシラ
等トウ
は其職にて国の守
には仰せ付らるゝよし位
ヰ
階カイ
は大かた五位の人多しされば由
ユイ
緒シヨ
ある大名
或は御忠
チウセツ
節の人々少将侍従には成給ふとかや昔は九
キウ
州シウ
探タン
題ダイ
などに任
ニン
ず
る人は別而器
キ
量リヤウ
を撰
ヱラミ
て下されしとなり鹿
ロク
苑ヲン
院ヰン
殿ドノ
の御時今川貞
サタ
世ヨ
入
道了
リヤウ
俊シユン
将シヤウ
命メイ
をふくみ筑
ツク
（六ウ）紫
シ
へ下られし事抜
バツ
群クン
器キ
量リヤウ
すぐれた
るやうに申伝し也　
㊅呼
ヨビ
名ナ
の事
世に事
く
しき名を付て田舎の人の耳
ミヽ
をおびやかす族
ヤカラ
あり或は山城の
和泉の丹後の隠岐の又は掃
カモン
部の主
カズエ
計の主膳のなどゝ付て官位もかけた
るやうにみせかくるはいたつて浅ましき事也其国に名の下に守
カミ
とか介
スケ
とか掾
シヤウ
とか目
サツクワン
とか書付る人は是則官
クワン
也さもなきやからは無官なり主
計内膳なとにも其下
シタ
に頭
カミ
正カミ
の付
ツケ
字ジ
なきはおの
く
呼ヨビ
名といふ物にてた
とへば何
ナニ
兵へ何右衛門も同し事也右衛門左衛門にも付字なきは無
ム
官クワン
（七
オ）なりされば五摂家清花親王家其外にも大方諸
シヨ
大ダイ
夫ブ
の人数は極まり
ありて其外は皆呼
ヨビ
名ナ
の類ひなり昔より武家などに別してかやうのたぐ
ひおほし室
ムロマチ
町殿より此かた将軍家御直
ヂキ
の人々は各
カク
別ベツ
なり大名高家等の
家人山城長門其外の国の名にても又主膳かすへ其外にも守
カミ
頭カミ
正カミ
等トウ
の付
字なきは大やう皆無官也但公方御一家の臣 其外何とぞ古
コ
来ライ
より由
ユイ
緒シヨ
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有人は各別の事さなくては諸大夫位
ヰ
階カイ
ある人をば召つかはれがたきよ
し也しかるに町人百性 どの身として事
く
しき名を付て人にめづら
しがられんとするは（七ウ）却
カエツ
て愚
ク
盲モウ
の胸
キヤウ
中チウ
を世にあらはすぞかし
かやうのいはれは職方の事を見其外公家衆へ出入して尋ねうかゞへば子シ
細サイ
分フン
明ミヤウ
にて更
サラ
にめづらしからぬ事なれど都にてもこまやかに知人
なしたとへ職方 文をよみても其所へ立入らねばしれがたきものなり　
㊆京鎌倉百
ヒヤク
官クワン
の事
百官といふを其数
カズ
とおほへたる人ありさにはあらず只数の多きといふ
を以て百官とは名付られけり。堂
ドウ
上シヤウ
がたの家
ケ
人ニン
大名の従
シユ
者シヤ
又は門
モンセキ
跡が
たにてもあれ受
シユ
領レウ
の諸太夫の外にさながら平民の名も呼
ヨビ
がたくて（八
オ）内
タクミ
匠図
ツ
書シヨ
などゝよばるゝといへり。又鎌倉百官といふは左膳。頼
母。伊織。求女。丹
タン
下ゲ
など申をいふ也此外にも多し是は京官の図書内
匠などといふ呼名よりは又おとれり昔鎌倉の繁昌 ける時京百官にまぎらかしてかくはよばれしと也　
㊇受
ジユ
領レウ
の事
受領の事をあしくおほえてかろ
く
しくいひのゝしるは浅ましき事也
さればむかしは諸
シヨ
臣シン
の中に国をおさむる材ある人勅命を蒙
カウフ
り五畿七道
に分
ワカ
りをの
く
其国を主
ツカサ
どつて国中の事を奉
フ
行ギヤウ
し貢
コウ
賦フ
を上におさめ
（八ウ）治
チ
法ホウ
を下にほどこし風俗を善
タヾ
す是を国の守の務
ツトム
る所なりしか
れども一国の郡
クン
県ケン
宏ヒロ
く人
ニンミン
民多くして国の守
カミ
一人としてはおさめつくし
がたきゆへ介
スケ
掾ジヤウ
目
サツクワン
等トウ
の輔
フ 〈スケ〉
佐サ 〈タスケ〉
を置て国の政
マツリコト
を執
トリ
おこなわる是を
受領といひて勅
チヨク
命メイ
をうけて国
コク
事シ
を官領するの義なり
　
㊈大
タイシユ
守の事
大守といふは子細ある事を河
カハチ
内の大守といふ人ありいかさま推
スイ
量リヤウ
の
うへは一国を一人して治むる人を大守と思ふも無下に浅ましき事なりさや なる世俗
ゾク
の号
ゴウ
にあらず一国を領
リヤウ
ずる人を大守といはゞ大ぶんに
有べき事なれど（九オ）昔より大守といふは日本に三大守とて。上
カツサ
総
の大守。上
カウツケ
野の大守。常
ヒタチ
陸の大守是なり。大守といふは東
トウ
海カイ
道ダウ
十五ケ
国の中上総は十二郡
グン
にして尤強
ケウ
大タイ
なり仍て四位の人などを国
コク
司シ
に任
ニン
じ
ては
コクセイ
政おさまりがたきによつてかならず有
ウ
品ボン
親シン
王ワウ
をえらひて国
コク
司シ
に
任ニン
するを大守と称ずるなり。五十六代清和天皇貞観二年に四品行上総
大守本
モト
康ヤス
親王弾
タン
正ジヤウノ
尹ヰン
と為
ナリ
給ふ。上
カツサ
総の大守はかくのごときのよし三
代実録に見へたり然るに親王国司と らせ給ふ時は国
コク
務ム
を知給はざる
によつて上総介国務を行ふ此時は介を守
カミ
と訓
クン
じ又は受
ジユ
領レウ
と称（九ウ）
ずる也又上
カウツケ
野の大守も心得同し事也是も東山道八ケ国の中にて上野十
四郡
グン
強ケウ
大タイ
也。人王十代崇
スウ
神ジン
帝テイ
の第一豊
トヨ
城キノ
皇ワウ
子ジ
始て東
トウ
征セイ
の時上
カウツケ
野下
シモツケ
野両
国に御座ありしなり又貞
ジヤウ
観グハン
年ネン
中ヂウ
に二品行兵部卿忠
タヽ
長ナガ
親王上野の大守
たり。常陸の大守も同前也是も貞観二年に二品行弾正尹
ヰン
賀カ
陽ヤウ
親ミ
王コ
常陸
の大守たりしかれば大守の号
ゴウ
はおもき事なるをおしなめにいづれの国
にもさしつけて唱ふるは僻
ヒガコト
事也
　
㊉按
ア
寮ゼツ
使シ
の事
按ア
寮セツ
使シ
といふを人の名とおぼへし族
ヤカラ
あり是は職なり（十オ）上代には
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
二一
五畿七道にありといへ共中
チウコウ
興は陸奥出羽両国にかぎりたり是は大国な
るがゆへに此府
フ
官クワン
あり国の政
セイ
務ム
を按
ナデ
寮サツ
するといふ心なり是もおも
く
しき事なり人王四十四代元
グワン
正セイ
帝テイ
養ヨウ
老ラウ
年中に五畿七道に按
ア
寮セツ
使シ
を
置ヲカ
るゝ四十五代聖武天王の御宇神
ジン
亀キ
三年正月参議正三位藤原朝臣房
フサ
前ザキ
授シユ
刀トウ
の長
チヤウ
官グワン
として近江若狭両国の按寮使を兼給ふ類ひ也其後諸国の
按寮使を止
ヤメ
て陸奥出羽の按寮使を置
ヲキ
給ふ四十七代廃
ハイ
帝テイ
天平宝字七年従
五位上藤原朝臣田麿又五十四代仁
ニン
明ミヤウ
天王の承
セウ
和ワ
年中大中納言藤原朝
臣良房。又五十六代（十ウ）清和帝の貞観元年権中納言平の朝臣高
タカムネ
棟
皆按寮使に任じ給ふの類
タグ
ひなり。国中の政務は国司の決
ケツ
する所なれど
も賊
ゾク
徒ト
を制
セイ
し非
ヒイ
違を検
ケンダン
断するの義によつて其人をえらぶ中古此かた多
くは大納言以上の兼
ケンタイ
帯となれり人王百代後
ゴ
円ヱン
融ユウ
院康
コウ
暦リヤク
二年日野中納
言資
スケ
康ヤス
卿陸奥出羽の按
ア
寮ゼツ
使シ
を兼給ふ時におゐて従三位なれば其人をえ
らふ事推
ヲシ
て知べし
　
○十一
秋アイ
田タ
の城
ジヤウ
事
秋田の城を一人の名におぼへたる者多し浅ましき僻
ヒガ
事なり人王四十三
代元明帝和銅五年陸奥の国強
ケウ
（十一オ）大にして国守一人の政道を以
て平治しがたきにより始て陸奥の国の内の十二郡を割
サキ
て出羽の国とす
此国の貢
コウ
賦ブ
に鷲
ワシ
鷹タカ
其外諸鳥の羽をさゝぐるにより羽の出るといふ義に
よりて出羽の国といへりしかれ共人 心やゝもすれば叛
ホン
逆ギヤク
の事おこ
りやすきに依
ヨリ
出羽国に秋田雄
オ
勝ガチ
のふたつの城を築
ツキ
常に武士をたくはへ
置て騒
ソウ
動ドウ
をしづめらるゝ其後国たいらかにおさまりてふたつの城を罷
ヤメ
らるゝ四十九代光仁帝宝亀十一年に又秋田の城を再
サイコウ
興して出羽の国を
守シユ
護ゴ
せらるゝ雄
ヲ
勝ガチ
の城は廃
ハイ
置チ
の後は再
サイコウ
興の義きこへず此秋田の城主を
（十一ウ）介といふは。八十三代土御門院健保六年三月六日藤九郎盛
モリ
長ナガ
が子景
カゲ
盛モリ
出羽の権の介に任
ニン
じ秋田の城主たるべきの宣旨を蒙る同年
四月九日叙
ジヨ
爵シヤク
して従五位下となる此例に依
ヨツ
て考れば秋田の城主は大
国の柱
チウセキ
石たるによつて不
フ
才サイ
の人を任じては国の太平を期
ゴ
しかたきによ
り源平両家の武士代々武勇に達したる人をえらびて任
ニン
ずる事なりしか
れば出羽の介にて秋田の城主なるがゆへによつて秋田城の介といふを愚グ
盲モウ
の族
ヤカラ
は秋
アキ
田タ
とよみて人の名字のやうに唱
トナ
へ城の介を名のやうにお
ほえぬ是は職の名にて時
く
に其人は（十二オ）かはる事なり
　
○十二
太ダ
宰ザイ
府フ
の事
太宰府といふをあしく心得てかる
く
しくいひのゝしる族ありされば
筑前。筑後。肥前。肥後。日向。豊前。豊後大隅薩摩を九州といふ壱岐対馬を二
ニ
島トウ
といふ九国に二
ニ
島トウ
を統
スベ
て是を紫
ツク
筑シ
といふなり。風
フウ
土ド
記キ
を
考るに人王廿 代允
ヰン
恭ギヤウ
天皇の御宇異
モロ
朝コシ
より紫
シ
草サウ
貢タテマツ
る是を九国二島に
うへら ゝに其葉ことにうつくしかりしによつて都
スベ
て筑紫といへりし
かるに筑紫は其地
チ
都ミヤコ
を去
サル
事遙
ハルカ
にして三韓
カン
に相せばまれば仲
チウ
哀アイ
神シン
功コウ
（十二ウ）両帝
テイ
の御宇より或は王
ハウ
化クハ
に服し貢
ミツキ
ものを奉りし事もあり又
は王化に背
ソムク
き（ママ）
て辺
ヘン
境キヤウ
に仇
アタ
する事もありて長く穏
ヲダヤ
かならずよつて太
ダ
宰ザイ
府フ
を設
モウケ
て九国二島
トウ
の事を鎮
チン
撫ブ
す其才甚しきによつて太
ハナハタ
宰サバク
の義をと
つて太宰府と号
ゴウ
せり何の御宇にはじめて置るゝといふ事分明ならずと
いへ共卅四代推
スイ
古コ
帝テイ
十七年四月に筑紫の太宰の奏
そう
上といふ事あれば往
ワウ
古コ
より置
ヲカ
るゝと見えたり九国二島をの
く
国司ありといへとも大国に
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二二
して外
クワイ
夷ヰ
に迫
セマ
るを以て兵乱をしつめ給ふ為に太宰府を置て帥
ソツ
以下
の官
クワン
人ニン
を任
ニン
せらるゝなり扨帥といふは（十三オ）大宰府の長
チヤウ
官グワン
也帥
は引
ヰン
帥ソツ
の儀にてひきゆると訓
クン
ず大宰府の長にして九国二島の官領なる
により帥と称ず八省
セウ
にありては卿
キヤウ
に同じ相
ソウ
当従三位也
　
○十三
大ダイ
弐ニ
少セウ
弐ニ
の事
大弐少弐といふを一人の名とおほへて軍書などにてあらぬ事をのゝしる族あり大 も小弐も大宰府の次官にて帥の下也大弐は正五位上に相当るを人王五十代桓武天皇延暦十二年に従四位下に改めさせ給ふ少弐は従五位下に相当るなり昔は名家 参議の四位以上多くは に任ず四十代天武天皇四年十月参議従（十三ウ）四位下小
ヲ
野ノノ
朝臣毛
ケ
野ノ
大弐に
任じ七 七代後白河院保元二年平
タイラノ
朝アソン
臣清
キヨ
盛モリ
大弐となるたぐひ也（十
四終オ）官職田舎辨疑三之巻終
（十四終ウ）
官職田舎辨疑巻之 目録㊀記
キ
録ロク
所ドコロノ
事
　　　　　　
并
　
後ゴ
醍ダイ
醐ゴノ
天皇撫
ブ
民ミン
の沙
サタ
汰
　　　　　　　　　　　　㊁雅
ウ
楽タ
寮レウノ
事
　　　　　　
并
　
本朝へ百
クタラ
済王
ワウ
より楽
ガク
師シ
を献
タテマツ
りし年
ネン
譜フ
㊂王
クン
臣シン
差シヤ
別ベツノ
事
　　　　　
并
　
品ヒン
位ヰ
の沙汰
　　　　　　　　　　　　㊃菅
カン
家ケ
の御事
　　　　　　
并
　
祝ハフリ
部の沙汰
　
附
リ
光クワウ
明ミヤウ
峰ブ
寺ジ
道ミチ
家イヘ
公カウ
の
　　　　
亭テイ
におゐて儒
シユ
仏ブツ
論アラソ
ひの事（一オ）
　　㊄名家の御の事
　　　　　
并
　
日野中納言資朝卿御子阿
クマ
新ワカ
殿トノ
の沙汰
　　　　 　　　
附
リ
大納言宣
ノブフサ
房卿の御事
　　 　　㊅官を名より上
ウヘ
に書
カク
事
　　
并
　
徒ツレ
然〱
草の沙汰
　　　　 　　　㊆参
サン
議ギ
位ヰ
署シヨ
の事
　　　　　
并
　
京官除目の趣き
　　　　 　
附
リ
姓シヤウノ
朝臣名の朝臣の沙汰
　　 　　　㊇勾
コウ
当トウノ
内ナイ
侍シ
の事
　　　　
并
　
長ナガハシ
橋殿御取次の趣き
　　　　 　　　
附
リ
女ニヨ
奉ボウ
書シヨ
の事
㊈准
ジユ
大タイ
臣ジン
の御事
　　　　　
并
　
知チ
大ダイ
政シヤウ
官クワン
事ジ
の沙汰
　　　　　　　　　
附
リ
久コ
我ガ
基モト
具トモ
公拝
ハイ
賀ガ
の事（一ウ）
㊉准
ジユ
三ザン
后ゴウ
の事
　　　　　　
并
　
御后
キサキ
の事
○十一
御ゴ
門モン
跡セキ
の発
ヲコ
リの事

并
　
宮ミヤ
御ゴ
門モン
跡セキ
。摂
セツ
家ケ
御コ
門モン
跡セキ
。公
ク
方ハウ
御門跡。
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
二三
　　　　　　　　　　　　　　
清華御門跡の次第
　
附
リ
　　
○僧
ソウ
務ム
の事
　　　　　
 ○嵯
サガ
峨天王故
コ
宮キウ
の事
　　
○後白川院離
リ
宮キウ
の事
　
 ○大
ヲホ
塔トウノ
宮ミヤ
事
　　
○叡
エイ
山サン
三サン
門モン
主シユ
の事
　　
 ○三上の検
ケン
校ギヤウ
の事
　　
○南都両門跡の事
　　
 ○三井の長吏
リ
の事
　　
○本
ホン
願グワン
寺シ
殿ドノ
の事（二オ）
官職田舎辨疑巻之四目録終
（二ウ）
官職田舎弁疑巻之四　
㊀記
キ
録ロク
所シヨ
の事
記キ
録ロク
所ドコロ
といふを只物を記
シルシ
録シルス
ところとおほえてかる
ぐ
しくいひ
のゝしる族ありかならず推
スイ
量リヤウ
に心得ては大きなる僻
ヒカ
事多しされば記
録所といふは。人王七十一代後三条院延
ヱン
久キウ
元年に諸国衰
スイ
微ヒ
して万
バン
民ミン
下シモ
に苦
クル
しむのよし叡
ヱイ
聞ブン
に達
タツ
し御門是を御身のあやまりにて天
テンサイ
災あるよと
かなしませ給ひはじめて大内に記録所を設
モフケ
て天皇爰に出
シユツ
御キヨ
あつ
て躬
ミヅカラ
天下の訟
ウツタエ
を聞せ給ふ其後時代によつて用
ヨウシヤ
捨一ならず（三オ）九
十五代後醍醐天皇の御宇元享元年に天下大に旱
ヒテリ
して万民街
チマタ
に飢
ウエル
のよ
し叡
エイ
聞ブン
に達
タツ
して記録所を設
モウケ
てみづから天下の訟
ウツタヘ
を聞召れしのよし旧記
に見へたり此所に上
シヤウ
卿ケイ
又辨
ヘン
又開
カイ
闔コウ
又寄
ヨリウド
人を置
ヲク
上卿は長官也大
タイ
中チウ
納ナ
言ゴン
勅チヨク
宣セン
を承
ウケ
て決
ケツダン
断の事を奉
ブ
行キヤウ
次弁は次
スケ
官也左
サウ
右の大中弁並
ナラビ
に職
シキ
事ジ
等トウ
是に任ず開
カイ
闔コウ
は判
セウ
官也諸大夫ならびに諸道の輩是に任ず寄
ヨリウド
人は主
シユ
典テン
也当
コノ
所トコロ
の執
シユヒツ
筆の職
シヨク
なるによつて文
ブンヒツ
筆堪
カンノウ
能の輩を補せらるかやうの
大職
シヨク
をかろ
ぐ
しく申は文盲のいたりそかし
　
㊁雅
ウ
楽タ
寮レウ
の事（三ウ）
雅ウ
楽タノ
頭カミ
を楽
カク
所シヨノ
別ヘツ
当トウ
とおぼえたる人多しさにはあらず雅楽頭は地
ヂゲ
下の
諸大夫の任するなり楽所の別当は公
ク
卿ギヤウ
の音
ヲンガク
楽に達したるを補
フ
せら
るゝと承り伝へぬされば雅
ウ
楽タ
寮レウ
といふは男女の楽
カク
人ニン
音ヲン
声セイ
をえらひて此
寮にて稽
ケイ
古コ
せらるゝとかや扨日本に音
ヲンガク
楽の詳
ツマヒラ
かに成し始めは人王卅代
欽キン
明メイテイ
帝十五年二月に百
ハクサイ
済国
コク
の聖
シヤウ
明メイ
王ワウ
へ勅
チヨク
を下されて楽
ガク
師シ
を本朝へ献
サヽゲ
しよりなり時に音
ヲンガク
楽の司
ツカサ
を立らるゝ其後卅七代孝
カウ
徳トク
帝テイ
大タイ
化クワ
五年二月に
雅ウ
楽タ
寮レウ
を置
ヲキ
て専
モツハラ
音ヲンガク
楽の事を支
シ
配ハイ
すとふるくいひつたへたりしかれば
雅ウ
楽タノ
頭カミ
は楽所の別当にあらず別（四オ）当といふは惣
ソウ
司ツカサ
といふ心持
なり　
㊂王
ワウ
臣シン
差シヤ
別ベツ
の事
品ホン
と位
ヰ
をひとつ事におぼへて少こび過て四位の人を四品といふ族
ヤカラ
多
しいかにも品
ホン
も位
ヰ
も同し事のやうにてかくべつの事也品
ホン
と申すは親王
の御くらゐなりたとへば一品
ホン
二品三品四品也臣
シン
下カ
のくらゐは位と称ず
るなり扨品
ホン
と位
イ
とのちがいは品
ホン
には正従なし位には正従あり四位より
は又正従に上下ありて四階
カイ
づゝ也かゝる子細をもわきまへずして位
ヰ
も
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二四
品ホン
もひとつにいふは無下に浅ましき事ぞかし（四ウ）
　
㊃菅
カン
家ケ
の御事
いかにも文盲なる者の書
カキ
たるものとはいへ共北野に祝
ハフリ
といふをしたゝ
かにしるしぬ勿論取上ていふべき事にはあらねど人を惑
マド
はす曲
くせ
事すく
なからぬ罪ぞかし祝
ハフリ
といふを何と聞はつりたる事ぞ遷
セングウ
宮のある所
く
には正
シヤウ
の禰
ネギ
宜ありて権
ゴン
の禰宜あり其ほかに正
シヤウ
の祝
ハフリ
あり権
ゴン
の祝ありたと
へば吉田賀茂などにこそ祝
ハフリ
は有べきに北野に祝の有べきやちかごろ浅
ましき僻
ヒガ
事なり其上白
ハク
強キヤウ
といふをしらはりと心得過て訓
クン
を付たるも見
るさへ恥かしく侍る盲
メクラ
蛇ヘヒ
（五ウ）に恐
ヲソ
れすと余りに文盲成から一向
コウ
わきまへのな もまし成べし扨
ハン （ママ）
菅カン
家ケ
と申は菅
スガハラ
原の姓
シヤウ
にて聖
セイ
廟ビヤウ
の御
流れなり御嫡流を高辻殿と号す。是則聖廟の御子右大辨大
ダイ
学ガクノ
頭カミ
菅原
高タカ
視ミ
朝臣の嫡々なり御代々儒家にて広学の聞へある人御出生し給へり
然るに聖廟より十代の御末に参
サン
議キ
正シヤウ
二位
ヰ
大ヲヽ
蔵クラノ
卿キヤウ
菅スガ
原ハラノ
為タメ
長ナガ
といふ人
有六世の帝の御師
シ
範ハン
として日本に隠
カク
れなき儒才也此為長の次男刑部
卿。高長より五条の一家わかれ出たり然るに為長光
クワウ
明ミヤウ
峰フ
寺じ
道家公の
亭テイ
におゐて聖
シヤウ
一イチ
国コク
師シ
と儒
ジユ
仏ブツ
二道の論
ロン
有し事旧記（五ウ）に見えたり
其後高長の孫
マコ
長ナカ
経ツネ
の次
ジ
男ナン
正二位菅原茂
モチ
長ナガ
といふ人是東坊城の祖也又其
後参議菅
スカ
原ハラノ
在アリヨシ
良といふ人より唐橋の一家出たりされば高辻殿より五
条殿の家は出給ひ五条殿より東坊城殿の家は出給ひ其後又高辻殿より唐橋殿の家出給ひぬ此四家は少納言侍従又文
モン
章ジヤウ
の博
ハカ
士セ
大内記等を
兼ケンニン
任して次第に昇
セウシン
進あり故に詔
シヤウ
書シヨ
勅チヨク
書シヨ
宣セン
命ミヤウ
其外位
ヰキ
記を書く御役也位
記とは位階
カイ
を下さるゝの綸
リン
命ミヤウ
也内記御所におゐて詔書を作り年月迄
書カキ
終ヲハ
りて叡
エイ
覧ラン
に備
ソナヘ
れば天子宸
シン
筆ヒツ
を染させ給ひて（六オ）月
ツキヅケ
付の下に
何イツカ
日といふ字
ジ
ばかりを遊
アソバ
されて中
ナカ
務ツカサ
省セウ
に給ふ中務是を案
アン
として別
ベツ
に
一通
トホ
りを写して卿
キヤウ
以イ
下ゲ
連
レン 〈ツラナル〉
署
シヨ 〈 ジルシ〉
宣セン
旨ジ
奉ブ
行ギヤウ
をしるし太
タイ
政ジヤウ
官クワン
に
送る太政官。覆
フクソウ
奏ありて又天子可
カ
字ジ
を画
シル
して返し給ふ太政官是を案
アン
と
して別に をうつし其後本人へわたさるゝ御
ゴ
作サ
法ホウ
とかやしからば菅
家の御事はおろそかに思ひ奉るべきにあらず　
㊄名
メイ
家カ
の御事
名家といふをわきまへぬ心からあらぬ事にいひのゝしる族
ヤカラ
ありされば
名メイ
家カ
と称ずるは日
ヒノ
野殿唐
カラハシ
橋殿（六ウ）柳
ヤナキ
原ハラ
殿烏
カラス
丸マル
殿甘
カン
露ロ
寺シ
殿葉室
ムロ
殿
万里
テノ
小路
シ
殿勧修
シユ
寺ジ
殿中
ナカノ
御ミ
門カド
殿清
セイ
閑カン
寺ジ
殿小
コ
川カハ
坊ホウ
城ジヤウ
殿是十一家なり是を
名メイ
家カ
と称
セウ
ずる事はをの
く
皆儒
ジユ
門モン
なり文
ブンヒツ
筆の徳
トク
を顕
アラハ
さんが為に名
メイ
家カ
と
申すなり扨此十一家二
ジ
流リウ
なり日
ヒノ
野家
ケ
と申て大
タイ
職シヨ
冠クワン
五代の後
コウ
胤イン
長ナガ
岡ヲカノ
右
大臣内
ウチ
麿マル
公の御子従三位真
マ
夏ナツ
卿なり内麿の長男なるよし伝
デン
記キ
には見え
侍れど家
カ
督トク
は次男冬
フユツグ
嗣公つかせ給ひて是を閑
カンイン
院の左大臣と申せしなり
扨真夏卿より十七代の後に日
ヒ
野ノヽ
中納言俊
トシミツ
光卿と申せし人有後
ゴ
醍ダイ
醐ゴ
天皇
の時の人なり此俊光に子息三人あり長男を資
スケ
名ナ
卿と（七オ）申して日
野を継
ツギ
給ふ次男を資
スケ
明アキラ
卿と申して柳原殿の元
グワン
祖ソ
也三男を日野中納言
資スケ
朝トモ
卿とて名高き人なりいづれも太平記の時分なればくはしく人のし
れる事なり此資
スケ
朝トモ
卿は佐
サド
渡にて果
ハテ
給ひて其子阿
クマ
新ワカ
殿とてありつれと其
子孫絶
タヘ
けるにや当代は其沙汰なし日野殿よりわかれしは柳原殿唐橋殿
烏丸殿此四家を日野家と称して家の一流 て拾遺を以て初
シヨニン
任とし給ふ
扨今一流は勧
クワ
修ジユ
寺ジ
家と申て冬嗣公の六男忠仁公の御弟内
ウ
舎トネリ
人良
ヨシカド
門の御
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
二五
子勧修寺内大臣高
タカフヂ
藤公の御末中納言為
タメ
輔スケ
卿より甘
カン
露ロ
寺ジ
殿の御（七ウ）
家イヘ
祖ハジマ
り其後正三位資
スケフサ
房卿より清
セイ
閑カン
寺シ
殿の御家祖
ハジマ
り又権中納言俊
トシ
実サネ
卿
より小川坊城殿の御家祖り又正二位権大納言経
ツネ
継ツグ
卿よ 中御門殿の御
家祖
ハジマ
り。万里小路殿は大平記にて人の能聞おぼえたる大納言宣
ノブフサ
房卿
の御事也葉室殿は顕
アキ
隆タカ
卿を祖
ハジメ
としてをの
く
七家を勧修寺家と称して
廷テイイツ
尉を以て始
シ
官クハン
とし給ふのよし五位の時に禁
キンジキ
色を着
キ
給ふ是名
メイ
家カ
の御
ヲン
規キ
模ボ
と承り伝へぬ
　
㊅官
クワン
を名より上
ウエ
に書事
官より名をうへに書
　クを田舎の人は能
ヨキ
とおほへ名より官のうへにあるを
おとれりといふちかごろおろかなる事（八オ）なりいづれも天子より下されし なればいつれかまさりをとりの有へきやうなしたとへ。
（ママ）
は
徒ツレ
然〲
草に顕
アキモト
基の中納言といひし人と書たるは兼好が崇
アガメ
て書たる也かな
らず定りたる事はなけ 共自
ミツカラ
書カク
時は官をうへにして名を下
シタ
に書也他
ヒト
よりは名をうへにして官を下に書事自
シ
然ゼン
の儀なり何
ナニ
某ガジノ
法ホツ
橋キヤウ
殿江法印
何某 のたくひなり　
㊆参
サン
議ギ
位ヰ
署シヨ
の事
姓シヤウ
の朝
アソン
臣名
ナ
の朝
アソン
臣といふをあしく心得て僻事をいひのゝしる族あり先
参議といふは大政官の次官なり（八ウ）相
サウトウ
当は正四位下なれども二三
位にいたつても兼
ケン
官クワン
の例
レイ
有り大臣大中納言に参
マジハ
り天下の政
マツリゴト
を議
ハカリ
給
ふゆへ 申す也しかれ共定れる職
シヨク
掌シヤウ
なきによつて正官にあら
ず人王四十二代文
モン
武ム
帝テイ
大宝二年五月に始て参議五人を置て従三位
太アホ
伴トモノ
安ヤス
麿マル
正四位下桑
クワタノ
田真
マツト
人以下をして朝
テウ
政セイ
にあづからしむ本官元
モト
の
如し四十三代元
ゲン
明ミヤウ
帝テイ
の時中
チウゼツ
絶して四十四代元
ゲン
正シヤウ
帝テイ
養ヤウ
老ラウ
元年十月に
藤フヂ
原ハラノ
房フサ
前サキ
是に任し給ふ聖武帝天平元年に権
ゴンノ
参サン
議ギ
三人をくわへてより
合せて八人定数となりて古
コ
今コン
かわらずされば参議は諸
シヨシン
臣四位以上の
才サイトク
徳ある（九オ）輩勅
チヨク
をうけて大政官中の政を参
マシハ
り議るによつて正官
にあらずといへ共京
ツカサメシ
官の除目
モク
には是を任ずる事相
ソウデン
伝の例
レイ
也又参議にか
きりて四位是に任すれは名をうへに書
カキ
て何
ナニ
某カシノ
朝アソン
臣と称
セウ
ずたとへば参
議藤原諸
モロ
嗣ツグノ
朝臣の類ひなり三位以上是に任ずれば姓
ウヂ
をうへに書て姓
の朝臣と称ずたとへば藤原朝臣諸
モロ
嗣ツグ
といふ類い也されば名の朝臣姓の
朝臣といふ差
シヤ
別ベツ
のあるは参議にかきりたる事也
　
㊇勾
コウ
当トウノ
内ナイ
侍シ
の事
勾当内侍の事を太平記にて聞はつりてさま
く
（九ウ）あらぬ沙汰い
ふ族あり勾
コウ
当トウノ
内ナイ
侍シ
と申すは内
ナイ
侍シ
掌ヅカサ
のうちの第一臈
ラウ
をいふ也又は長
ナガハシ
橋
の局
ツホネ
に居給へるゆへに長橋殿とも申す也天子へ公方より内
ナイ
々〱
の取次
ツギ
は
勾当内侍し給ふ也是ゆへ諸家よりも大かたの事は勾当内侍取次給ふ也内侍勅
チヨク
を奉
ウケ
て書
カキ
出し給ふ文
フミ
を女
ニヨ
奉ホウ
書シヨ
と申也沙
シヤ
門モン
医イ
者シヤ
等トウ
の官位は。長
ナガ
橋
殿の取次給ひて上
シヤウ
卿ケイ
へ申伝へ給ふとかや
　
㊈准
ジユ
大臣の御事
儀ギ
同トウ
三サン
司シ
といふを百人一首にある道
ミチ
綱ツナ
一ヒトリ
人の事とおぼへし人あり浅ま
しき事也是は大納言にて久しく（十オ）勲
クンロウ
労まします人を大臣になさ
れたくおぼしめせども大臣の欠
ケツ
なくして年を過給ふ時は大臣に准
ナゾラ
へ給
京都府立大学学術報告「人文」第六十五号
二六
ふといふ事にて左
サウ
右の大臣内
ナイ
大臣此三司に儀
ギ
は同
チ
じ（ママ）
と称する事也しか
れば御手がらの官也是を以て其任する人によつて内大臣よりは上に着
チヤク
座ザ
し給ふもあり又下
シモ
につき給ふもあり。 人王四十二代文武帝大宝
三年正月に皇子三品刑部親王知
チ
太ダイ
政シヤウ
官クワン
事ジ
となり又四十四代元
ケン
正シヤウ
帝
養ヤウラウ
老四年に一品舎
トネリ
人親王又四十五代聖
シヤウ
武ム
帝テイ
天平九年に参議従三位大
蔵卿鈴
スヾ
鹿カノ
王ヲホキミ
相アイ
継ツヽイ
て知大政官事となり給ふいづれも三公
コウ
の御器
キ
量リヤウ
あ
りといへ共（十ウ）其闕
カケ
なきによつてしばらく大臣に准
シユン
して宮中の政
を執
トリ
をこなひ給ふの儀をもつて知
チ
大タイ
政シヤウ
官クワン
事ジ
と号す其後二百七十年中
絶して。六十六代一条院寛
クワン
弘コウ
五年帥
ソツノ
伊イ
周シウ
太タ
宰ザイ
府フ
より帰京して九年
の間
アイタ
前官にいまし給ふの時大臣に准し給ふの時みづから儀同三司と
称し給ふ是より弐百七十四年を経
ヘ
て九十代後宇多院弘
コウアン
安七年従一位久
コ
我カノ
基モト
具トモ
公奨
シヤウ
学ガク
院イン
の別当を辞
ジ
し給ふに同二月五位
ヰノ
蔵クラ
人ウド
定サダ
光ミツ
勅チヨク
使シ
として
大臣に准じ朝
テウサン
参有べきのよし口
ク
宣セン
を下さる基具拝
ハイ
賀ガ
をはりてみづから
儀同三司と号す其後九十五代伏見院正
シヤウ
応ヲウ
（十一オ） 五年に定
サタサネ
実公九十
三代後二条院嘉
カ
元ゲン
三年に実
サネイヘ
家公皆准大臣の宣
セン
旨ジ
を蒙らせ給ふ。九十五
代後醍醐帝建
ケン
武ム
元年六月に清
セイ
閑ガン
寺シ
大納言定
サダフサ
房卿名家として大臣に准
ジユン
し
給ふ其 名家准大臣の例希
マレ
也百四代後
ゴ
土ツチ
御ミ
門カドノ
院イン
文ブン
明メイ
元年に広
ヒロハシ
橋大納
言綱
ツナミツ
光卿百七代正
ヲヽ
親キ
町マチノ
院天正二年に烏丸大納言資
スケ
任タウ
卿皆従一位に叙
し准大臣の宣旨を蒙らせ給ふ皆以て規
キボ
模の御事也
　
㊉准
ジユ
三ザン
后コウ
の御事
准三后を略して准
ジユ
后ゴウ
と称じ奉る此職を御門
モンセキ
跡がたにかけらるゝをふし
きにおもひてさま
く
いひのゝ（十一ウ）しる族多しまづ准
ジユ
三サン
后ゴウ
と申
すは大
タイ
皇クワウ
太タイ
后コウ
宮グウ
是天子の御祖
ソボ
母也皇太后宮是天子の御母也皇
クワウ
后コウ
宮是
天子の御妻也此三后に准
ナゾフル
によつて准三后とも又は准
シユ
后ゴウ
とも称し奉る也
是を御門跡がたに補
フ
せらるゝは大き成御てがら成と承り伝へぬ其故は
天子に奉るに后
キサキ
程御傍
カタハラ
ちかきはなしさる程に ほどに天子へちかつ
きて出頭なされ大
タイセツ
切におぼしめす御かたならては成がたき謂
イハレ
にて准三
后の職を宣下を蒙らせ給ふは御寵
テウ
恩ヲン
ふかき御事といへり
　
○十一
御門跡発
ヲコ
りの事（十二オ）
御門跡の事を愚
グ
盲モウ
の族はあしく心得てさるにてもあらぬ事にいひのゝ
しるこそ浅ましきわざなれ御門跡と称ずる事は。人王五十九代宇
ウダ
多天
王寛平八年八月に光孝天皇の御願
クワン
に依て大内山に仁和寺を草
サウサウ
創あり
是を御
ヲ
室ムロ
と号す寛平法皇の御開基あるに依て御
ミ
門カド
の跡
アト
と申す心にて御
門跡と称するなり門跡の号これより始る然るに皇子或は帝王の御
ゴ
連レン
枝シ
等トウ
御ヲン
飾カサリ
をおろし法門に入せ給ふに親王宣下ありて御くらゐも常の親
王の如く四品
ホン
より一品まての御品
シナ
有よし也此法親王の御住ゐなさるゝ
寺は皆御門跡と称し奉る也（十二ウ）　
○十二
僧ソウ
務ム
の事
仁和寺は御門跡の開
ハジマリ
基にて寛平法皇の御寺なれば自
ジヨ
余に混
コン
ずへからす
是を以て僧務と号し宮門跡の上
ジヤウ
首シユ
にて必一品新王也自余の宮門跡は
二品親王御住
シウ
職シヨク
あるとかや其外摂家の君
キン
達タチ
御コ
剃テイ
髪ハツ
ありて釈
シヤク
門モン
に入給
ふを摂家門跡と称し又清華の御
ゴ
息ソク
なれば清花門跡などゝ称するなり
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
二七
　
○十三
嵯峨天王故宮事
嵯サ
峨ガの
大タイ
覚カク
寺ジ
は五十二代嵯峨天王の故
コ
旧キウ
なりしを貞観十八年二月十五日
に嵯峨院を改めて大覚寺となる（十三オ）宮門跡なり扨小野の随
スイ
心シン
院
醍醐の三宝 は摂家門跡なり山
ヤマシナ
科の勧
クワン
修ジユ
寺ジ
は清花門跡といへ共近
キンダイ
代
はさにあらず以上の五ケ寺は真
シン
言コン
宗シウ
にて東寺の門跡也
　
○十四
後白河院離
リ
宮キウ
の事
大仏の妙法院御門主
シユ
のはじめは七十七代後白河院の御所今
イマ
熊グマ
野ノ
法ホウ
住シウ
寺ジ
といひし離宮をうつされしより法親王 と成たるよし是則叡山の三門跡の其ひとつなり又後醍醐天皇の御子大塔宮 申せしは隠れなき御事にて将軍にまてならせ給ふ此宮はじめは天台の座
ザス
主也今考るに梶井法
親王の伝の中 （十三ウ）此宮ましますなり　
○十五
叡エイ
山ザン
三門跡の事
小原の円
ヱン
融ユウ
院イン
は六十四代円融院の御跡にて宮門跡なり。 粟田口の青
シヤウ
蓮レン
院御門跡は嵯峨天王の御 にて宮門跡也竹
タケノ
裡ウチ
曼マン
珠ジユ
院イン
は明
メイレキ
暦三年北山
より一
イチ
条ジヤウ
寺ジ
にうつして良
ヨシヒサ
尚法親王御開
カイ
基キ
也東叡山の毘
ビ
沙シヤ
門モン
堂ドウ
は世に
清華門跡と申す也各
ヲノ〱
天テン
台ダイ
宗シウ
也扨円融院青蓮院妙法院は山
サンモン
門の座
サス
主を
兼給ふに つて叡山の三門跡と称する也　
○十六
三ミツ
山ヤマ
検ケン
校ギヤウ
の事（十四オ）
洛ラクトウ
東の聖
シヤウ
護ゴ
院ヰン
は嵯峨天皇の御開基宮門跡にて熊
クマ
野ノ
本ホン
宮グウ
新シン
宮グウ
那ナ
智チ
三サン
山ザン
の検
ケン
校ギヤウ
代々これを兼給ふ岩
イワ
倉クラノ
実シツ
相サウ
院ヰン
も宮門跡也三井寺の円満院は世
に公方門跡と称し奉るなり以上三ケ寺は天台宗にて三井寺の長吏
リ
を係
カケ
給ふ南
ナン
都ト
の一
イチ
乗シヤウ
院イン
は公方門跡同大乗院は摂家門跡此二ケ寺を南都の
両門と申して法
ホツサウ
相宗を兼給ふ東山の知恩院は宮門跡にて浄土宗門の御
棟梁とかや　
○十七
本ホン
願グワン
寺ジ
殿ドノ
の事
一イツ
向コウ
宗シウ
の本
ホンヰン
院を准
ジユ
門モンセキ
跡と称ずる事是おろかなる事に（十四ウ）あらず
人王百四代後
コ
土ツチ
御ミ
門カトノ
院ヰン
の御時よりはじまりたり其比は打つゞき天下
大きにみだれて将軍は四方に奔
ホンソフ
走あれば。四夷
ヰ
は洛
ラクチウ
中に乱
ランニウ
入し追
ヲイ
出せ
ば又退
シリゾ
き諸
シヨコク
国七道
ダウ
こと
ぐ
く己
ヲノレ
く
がはからひに成て主君の下
ゲヂ
知に
承セウフク
伏せず只欲
ヨク
心シン
強ゴウ
盛ゼイ
の時いたりて仁
ジン
義ギ
礼レイ
法ホウ
の理
リ
も知ず忠
チウ
信シン
孝コウ
弟テイ
の道を
わきまふる人もなければちからつよくて威
ヰ
ある み世間にはびこる有
さま王臣の貴
タツ
とかりしも忽
タチマチ
其徳うせはて剰
アマツサヘ
御ゴ
領リヤウ
地チ
も悉
コト〲
く押
ヲシ
とら
れさせ給へば禁門さながら寂
ジヤク
く
たり此折ふしに本願寺殿忠儀を抽
ヌキ
ん
で給ふ其功
コウ
抜バツ
群クン
の御
コ
褒ホウ
称セウ
として（十五終オ）准門跡の宣
セン
下ゲ
を蒙
カウフ
り給ひ
ながく開
カイサン
山親
シンラン
鸞上人の光をかゝげ給ふは天恩
ヲン
の致す所といひ法
ホウ
儀ギ
のめ
でたきしるしといひ猶院
ヰン
家ゲ
坊ボウ
官グハン
のさた有て末の代今ぞさかふる帰
キ
命ミヤウ
心シン
十ジツ
方ホウ
の法
ホウ
味ミ
有がたくぞ覚侍る
官職田舎辨疑巻四終
（十五終ウ）
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二八
宝永八季春吉辰
江戸日本橋南一町
　　　　
　　　　　　
書林
　　　　　　　　　
須原屋茂兵衛
京三条大和大路
　　　　　
橘屋次兵衛
（奥付・裏表紙見返貼付）
〔解題〕　　
一
　
作者について
　『官職田舎辨疑』 （以下『田舎辨疑』と記す）の序には次のように記される（句読点や清濁は筆者による） 。　　
官職田舎辨疑序
　　
 貴賤尊卑のわかれざれば礼を失ふ。 礼に遠ければ乱るゝにちかし。やはかもゝがひとつにさへたらざるむねをとゞかぬ筆にのぶる。あるはをこがましう、 つはあやうかし。是ぞ瓦鶏陶犬のたぐゐぞかし。されど魚とるまでの網をすきて田舎の人の心に応ぜんとにや。さ も下学して上達すといふ事のあれば、しばらく時をな
ぐさむのたよりならんかし。

北京散人
　
宵雨軒
　
　
浮世草子作者月尋堂と伊丹派の俳人藤岡月尋との同一人物説は従来
から議論のあったところであるが、同一人物説は「まだ確証なく、推定の域を脱し得ない
（１）
」とされ、 「月尋堂の作に多少の和漢の学の裏打
ちのあること、活動期の重なることから同一人である確率は高いが、なお確証を求めるべきであろう
（２）
」とする認識が一般的であったと言え
よう。　
月尋堂は 「北京散人月尋堂」 の署名で 『鎌倉比事』 （宝永五年三月刊）
や『子孫大黒柱』 （宝永六年六月刊） 『今様廿四孝』 （同上）などを刊行していたが、藤岡月尋は伊丹派の森本百丸著『在岡逸士伝』 （享保八年成立）に「宵雨軒姓藤岡、名月尋 坂陽之産也。 」 記され 『伊丹発句合』 （正徳四年春刊か） 自序には「宵雨軒」と署名される。本書『田舎辨疑』の序には「北京散人
　
宵雨軒」と自署されるが、 「北
京散人」は浮世草子作者月尋堂の別号であり、 「宵雨軒」は藤岡月尋の軒号であった。すなわち「北京散人
　
宵雨軒」なる署名は両者が同
一人物であることを示 確証となるとともに、 『田舎辨疑』の作者が月尋堂（以下、両者を区別 ることなく「月尋堂」と記す）であることが明らかとなるのである。　　
二
　
本書の内容構成
　
本書全四巻の目録に挙げられる項目を通し番号を付して示せば以下
のようになる。
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
二九
巻一
　　　　　　　　　　　　
１㊀四神相応地事
　　　　　　　
22㊂諸家の御事
２㊁親王の御事
　　　　　　　　
23㊃天文暦道 事
３㊂内親王の御事
　　　　
24㊄六条家の事
４㊃入道の事
　　　　　　　　　
25㊅御幸の事
５㊄御息所の御
　　　　
26㊆帝王の御事
６㊅五摂家の御事
　　 　
27㊇新院の御事
　
７㊆清花の御事
　　　　　　　　
28㊈法皇の御事
　
８㊇御匳殿の事
　　
29㊉院参公家衆の御事
９㊈宣旨の事
　　　　　　　　　
30○十一
一人の御事
10㊉上臈の事
　　
31○十二
滝口の事
11○十一
公達の事
　　
32○十三
諸家源氏
　
12○十二
公卿の事
　　 　　　
33○十四
施薬院の事
　
13○十三
諸大夫の事
　　　　　　　　
34○十五
帯刀の事
　
14○十四
北面の事
　　　　 　　　
巻三
　
15○十五
侍の事
　　　　　　　　　　
35㊀本朝将軍の事
　
16○十六
僧中官位の事
　　　　　　　
36㊁日本惣追補使
17○十七
称号の事
　　　　　　　　　
37㊂織田信長公の事
　
18○十八
大閤の事
　　
38㊃淳和奨学別当事
　
19○十九
近衛殿八藤の事
　　　　　　
39㊄武家官の事
巻二
　　　　　　　　　　　　　
40㊅呼名の事
20㊀文武官事
　　　　　　　　　
41㊆京鎌倉百官の事
21㊁大臣家の御
　　　　　　　
42㊇受領の事
43㊈大守の事
　　　　　　　　　
51㊃菅家の御事
44㊉按寮使の事
　　　　　　　　
52㊄名家の御事
45○十一
秋田の城介事
　　　　　　　
53㊅官を より上に書
46○十二
大宰府の事
　　　　
54㊆参議位署の事
47○十三
大弐小弐の事
　　　　
55㊇勾当内侍の事
　
巻四
　　　　　　　　　　　　　
56㊈准大臣の御事
48㊀記録所事
　　　　　　　　　
57㊉准三后の事
49㊁雅楽寮事
　　
58○十一
御門跡の発リの事
50㊂王臣差別事
　　　　　　　　　
　
これら五八項目には「並」や「附り」が付加され、解説事項はさら
に細分化されるが、それら五八項目の解説には出典が示されることは少なく、僅かに明記される書名も大半は次に示すような特定の典拠からの孫引きに過ぎない場合が多い。管見で 、 『職原鈔』 『公事根源』などの基本的な有職故実書の他に『壒囊鈔』 （ 『塵添壒囊鈔』 ） 『職原抄支流』 『官職備考』 『名目鈔』 『北条九代記』 『平治物語』などの利用が確認でき、 『公事根源抄集釈』 『職原鈔参考』 『公卿補任』 『尊卑分脈』 『歴代皇紀』 『官職難儀』 どの参照の可能性も窺える。　
次章からはそれらの出典について詳しく検証して行くが、本稿巻末
に現段階の調査における出典一覧を挙げておく。　　
三
　『壒囊鈔』 （ 『塵添壒囊鈔』 ）と『公事根源抄集釈』の利用
　
次に『田舎辨疑』と『
壒
囊鈔』 『公事根源抄集釈』を挙げる（文章
比較のため、句読点などは私に施さない。以下同じ） 。
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三〇
　　
25御幸の事
　　
 みゆきといふを田
イナカ
舎の人はいづれ同し文字に覚へたると見へたり
天子は行
ユク
処トコロ
に必幸
サイハヰ
ありといふ本文
モン
によつて行
キヤウ
幸ゴウ
と申すよし北
山日記にも見えたり仙洞女院の御出を御
ゴ
幸コウ
と申す也又東
トウ
宮
　ウ中宮の
御出を行
キヤウ
啓ケイ
と申すなりされば六十四代円
ヱン
融ユウ
院なんどより院中の
御コ
政セイ
務ム
ありて勧賞あれば幸の字を用ゆへきにや円融院大井川にて
御遊の時。摂政時仲公三位を召て院の仰せを伝えて参議になされければ人々傾
カタムキ
て主上の御前ならずして忽
タチマチ
に参議になさるゝ事然へ
からず今日の御遊いみじかりけるに此事ゆへ興さめたりといひあへるとなりしかれ共七十一代後三条院の御比まて譲国
コク
の後院中に
て正しく政
セイ
務ム
ありとは見えず七十二代白河院の御時はじめて院に
て政
マツリゴト
を知らせ給ふと見えたり扨朝
テウ
覲キン
の行
キヤウ
幸コウ
と申すは天子年のは
じめに御父の上皇御
コ
母ボ
后コウ
へみゆきなる事也五十二代嵯
サ
峨ガノ
天皇大
タイドウ
同
四年八月 朝
テウ
覲キン
の儀
キ
はしまる。続日本後記に嘉
カ
祥ジヤウ
二年正月廿日
に。仁明天皇〔五十四代〕 母后に朝
テウ
覲キン
の為冷泉院に行幸なる。
彼カノ
時トキ
天皇南
ナンカイ
階をくだり給ひて笏
シヤク
をたゞしくして跪
ヒザマツキ
給ひし事侍
るとかや。朝覲行幸は正月二日或は吉日を用ひ給ふと。拾
シウ
芥カイ
抄に
もし しぬ
　　
『壒囊鈔
　（３）』
　　
五
　
御行行幸ノ義並
　ニ幸ノ字ヲ用ル故如何
　　
 仙院渡
ト
御ギヨ
ヲハ御
ゴ
行カウ
ト云皇帝ノ御出ヲハ行幸ト云也……行幸
　ニ々ノ字
ヲ用ル謂レハ大方ニハ沙汰ナキニヤ所謂
　ル本文アリ天子ノ行
ユク
処必有
レ
幸依
レ之是用御行ニハ只行ノ字ヲ用ル事小野宮北山ナント云古キ
日記ニ見タリトナン然ルニ円融院ナントヨリヤウ
く
院中ノ御政
務アリテ勧賞アレハ幸ノ字ヲモ可
レ用ニヤ円融院大井河ニテ御遊
アリケルニ摂政時仲ノ三位ヲ召テ院ノ仰ヲ伝ヘテ参議ニナサレケリ人々傾キテ主上ノ御前ニ非ズ忽
　チニ参議ニ成ルヽ事不可然今日
　ノ御
遊イミシカ 此事故へ興
ケウ
醒サメ
タリト申サ ケ 事アリシカア
レトモ後三條ノ御比マ ハ譲国の後院中ニテ正シク政務アリトハ不
レ見白川ノ御時ヨリシテ始テ院ニテ政ヲ知セ給ヒケル

（巻二‐五）
　　
『公事根源抄集釈
　（４）』
　　
朝テウ
覲キン
行幸
　　
同日（正月二日）
　　
 是は天子年の始に上皇並母后の宮に行幸なる事有嵯峨天皇大同四年八月に きん 儀はしまる。嘉祥二年（傍注「見続日本紀」 ）正月廿日に仁明の御門母后に朝きんのため冷泉院に行幸なる彼時御門南階をくたりて笏
シヤク
をたゝしくして跪
ヒサマツキ
給し事も侍るにや
　　
〔頭注〕同日
　
○拾芥云二日朝覲行幸或吉日
　　　
（巻上‐十三）
　
傍線部から『壒囊鈔』 （ （ 『塵添壒囊鈔』 ）が利用されていることは明
らかであろう。また波線部は『公事根源』本文に一致するが、そこに付される二重傍線部の松下見林の傍注（ 「見続日本紀」 ）や頭注が『田舎辨疑』と共通することも窺える。 『公事根源抄集釈』が参照された可能性もあろう。　　
四
　『職原抄支流』の利用
　『田舎辨疑』と『職原抄支流』を次に挙げる。
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三一
　　
55勾当内侍の事
　　
 勾当内侍の事を太平記にて聞はつりてさまくあらぬ沙汰いふ族あり勾
コウ
当トウノ
内ナイ
侍シ
と申すは内
ナイ
侍シ
掌ヅカサ
のうちの第一臈
ラウ
をいふ也又は長
ナガハシ
橋の
局ツホネ
に居給へるゆへに長橋殿とも申す也天子へ公方より内
ナイ
々〱
の取次
ツギ
は勾当内侍し給ふ也是ゆへ諸家よりも大かたの事は勾当内侍取次給ふ也内侍勅
チヨク
を奉
ウケ
て書
カキ
出し給ふ文
フミ
を女
ニヨ
奉ホウ
書シヨ
と申也沙
シヤ
門モン
医イ
者シヤ
等トウ
の官
位は。長
ナガ
橋殿の取次給ひて上
シヤウ
卿ケイ
へ申伝へ給ふとかや
　　
『職原抄支流
　（５）』
　　
 一勾
コウ
当ダウノ
内ナイ
侍シ
トハ内
ナイ
侍シ
掌ヅカサ
ノ中
ウチ
第一臈
ラウ
ヲ云
　フ也長
ナガハシノ
橋局
ツホネ
ニ居
ヰ
侍
　ヘルユヘ
ニ長橋ノ局
ツボネ
トモ申す也天子ヘ公方家
ケ
ヨリ内々ノ取
トリ
次ツキ
ハ勾当ノ内侍
シ侍ル也是
　ノ故ニ諸
シヨ
家ケ
ヨリモ大
ヲホカタ
形ノ事ハ皆
　ナ勾当ノ内侍ノ取
　リ次
　キ也
勾コウ
当タウノ
内侍勅
チヨク
を奉
ウケタマハ
リテ書
　キ出
　ス文フミ
ヲ女
ニヨ
奉ホウ
書シヨ
ト云沙
シヤ
門モン
医イ
者シヤ
等トウ
の官位多
ヲホ
クハ内
ナイ
侍シ
ノ取
　リ次
　キニテ上
シヤウ
卿ケイ
ヘ申
　シ
伝ツタヘ
侍
　ル也
（巻四「国
コク
母モ
並ニ后
キサキ
（長
ナカ
橋ハシノ
局ツホネ
） （女
ニヨ
奉ホウシヨ
書） 」 ）
　
傍線部に明らかなように、 『職原抄支流』は『田舎辨疑』の典拠と
して認められよう。　　
五
　『官職備考』の利用
　『田舎辨疑』と『官職備考』を次に挙げる。　　
45秋田の城事
　　
 秋田の城を一人の名におぼへたる者多し浅ましき僻
ヒガ
事なり人王四
十三代元明帝和銅五年陸奥の国強
ケウ
大にして国守一人の政道を以て
平治しがたきにより始て陸奥の国の内の十二郡を割
サキ
て出羽の国と
す此国の貢
コウ
賦ブ
に鷲
ワシ
鷹タカ
其外諸鳥の羽をさゝぐるにより羽の出るとい
ふ義によりて出羽の国といへりしかれ共人の心やゝもすれば叛
ホン
逆ギヤク
の事おこりやすきに依
ヨリ
出羽国に秋田雄
オ
勝ガチ
のふたつの城を築
ツキ
常に
武士をたくはへ置て騒
ソウ
動ドウ
をしづめらるゝ其後国たいらかにおさま
りてふたつの城を罷
ヤメ
らるゝ四十九代光仁帝宝亀十一年に又秋田の
城を再
サイコウ
興して出羽の国を守
シユ
護ゴ
せらるゝ雄
ヲ
勝ガチ
の城は廃
ハイ
置チ
の後は再
サイコウ
興
の義きこへず此秋田 主を介といふは。八十三代土御門院健保六年三月六日藤九郎盛
モリ
長ナガ
が子景
カゲ
盛モリ
出羽の権の介に任
ニン
じ秋田の城主
たるべき 宣旨 蒙る同年四月九日叙
ジヨ
爵シヤク
して従五位下となる此
例に依
ヨツ
て考れば秋田の城主は大国の柱
チウセキ
石たるによつて不
フ
才サイ
の人を
任じては国の太平を期
ゴ
しかたきにより源平両家の武士代々武勇に
達したる人をえらびて任
ニン
ずる事なりしかれば出羽の介にて秋田の
城主なるがゆへによつて秋田 の介といふを愚
グ
盲モウ
の族
ヤカラ
は秋
アキ
田タ
とよ
みて人の名字のやう 唱
トナ
へ城の介を名のやうにおほえぬ是は職の
名にて時
く
に其人はかはる事なり
　　
『官職備考
　（６）』 （漢字に付される濁点は＊で記す。以下同じ。 ）
　　
 秋アイ
田タノ
城＊
　　
四十三代元明帝和
ワ
銅トウ
五年陸奥
　ノ国強大ニシテ国
コク
守シユ
一人ノ政
道ヲ以テ平治シガタキニ依リ始テ陸
ム
奥　ツノ
国内ノ十二郡ヲ割
サキ
テ出羽
　ノ
国トス其国ノ貢
コウ
賦ブ
ニ鷲
ワシ
鷹タカ
其外諸鳥ノ羽ヲ献
サヽク
ルニ依リ羽毛ヲ生出ス
ルノ義ヲ以テ出羽
　ノ国トス然トモ東
トウハン
藩ノ国風人ノ心武
フ
勇ユウ
ニシテ動
ヤヽモ
ス
レバ叛
ホン
逆ギヤク
ノ事興
ヲコ
リヤスキニ依リ出羽
　ノ国中ニ按察使並ニ国守ヲ置
クノ外亦秋
アイ
田タ
雄ヲ
勝カチ
ノ両城ヲ築
ツ
キ常ニ武士ヲ蓄
タクハヘ
置テ非常ノ騒
サウ
動トウ
ヲ
鎮シツ
メラル其後国家平治スルニ及テ両城ヲ罷
ヤメ
ラル四十九代光仁帝宝
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亀十一年ニ亦秋田城ヲ再興
コウ
シテ出羽国ヲ守
シユ
護ゴ
セラル雄勝城ハ廃
ハイ
置チ
ノ後再
サイコウ
興ノ義記録ニ分明ナラズ
　　
 ○介
スケ
　
一人アリ秋田
　ノ城主ナリ……八十三代土御門院健
ケンホウ
保六年三月
六日藤
トウ
九郎盛
モリ
長ナガノ
子景
カケ
盛モリ
出羽
　ノ権介ニ任ジ秋田
　ノ城主タルベキノ宣旨
ヲ蒙ル同年四月九日叙
シヨ
爵シヤク
シテ従五位下トナル此例ニ依テ考レハ
秋田
　ノ城主ハ大国ノ柱
チウ
石タルニ依テ不才の人ヲ任
ニン
ジテハ国ノ大平ヲ
期ゴ
シガタキニ依リ源平両家ノ武士代代武
ブ
勇ユウ
ノ達
タツ
人ヲ択ミテ是ニ任
ズルト見タリ

（巻六「秋田城」 ）
　
傍線部・波線部から『田舎辨疑』が『官職備考』を使用しているこ
とは明らかだが、 一見『田舎辨疑』の私案とも目される二重傍線部「此例に依て考れば」以下の箇所までが『官職備考』からの引用であることは留意すべきであろう。本書において は、確実と見られるものだけでも全五四項目中三一項目に利用されており、主要な典拠であったことが窺える。　　
六
　『名目鈔』の利用
　『田舎辨疑』と『名目鈔』を次に挙げる。　　
29院参の公家衆の御事
　　
 烏ヱボシ
帽子狩
カリ
衣ギヌ
にて院の御所へ参り給ふ公家衆を御位も卑
ヒク
きやうに
田ヰナカ
舎の人の思ふは浅ましき事也。たとひ大臣大納言にても院へ参
り給ふ時は冠は着
チヤクシ
給はぬ也御位をすべり給ふ後に尊
ソンゴウ
号定
サダメ
あり。
次ツギ
に布
ホヰ
衣始とて御
ヲン
烏ヱ
帽ホ
子シ
をめさるゝとかや。次に北
ホクメン
面始
ハジメ
とて
彼カノ
輩トモガラ
をめしをかるゝ也しかれば院
ヰン
に伺
シ
候コウ
の公
クゲ
家衆冠着
キ
給ふべき
やうなし君も御烏帽子なればなり
　　
『名目鈔
　（７）』
　　
布ホウ
衣イ
始ハシメ
　
太上皇尊号之後。始
　テ
　ルヲ
　　　　　　　　　　　
ヲ
令
レ着
二御
　セ烏帽子
一云也
　　
北ホクメン
面始
ハシメ
　
上皇之後。始而被
二召置彼
　　　　
ヲ
輩
一云也

（ 「院中篇」 ）
　『名目鈔』において連続する「布衣始」 「北面始」の記事が『田舎辨疑』でも融合的に連続して使用されていることが窺えよう。　　
七
　『平治物語』と『職原鈔参考』の利用
　『田舎辨疑』と『平治物語』 『職原鈔参考』を次に挙げる。　　
20文武官事
　　
 文ブン
官グワン
武ブ
官クワン
の事を世にあやしき輩
トモガラ
はあらぬ事にいひなす無下に恐
れをわきまへぬにぞ侍る。文
フン
武ブ
の官と申すはたとへば内大臣の左
大将大納言の右大将のたぐひ也大将は武官也大臣大納言は文官也然ば文武兼
ケン
備ビ
たるを手からと申す也但し大将は外の御家にかけ給
ふ事なし。五摂家清華にかぎり る事なり。職原抄に曰執
シツ
柄ヘイ
の息
ソク
におゐては次第を超
コヘ
て左
ヒダリ
に任
ニン
ずる所とあれば右大将をこへて。左
大将 成給ふ 常の事也又凡
ボンニン
人におゐてはいよ
く
眉ビ
目ボク
とあり是
は摂家清華の外の御家にて自
シ
然ゼン
大将に成給ふは申べきやうもなき
御手がらなれ共たまさかなる例
レイ
也扨 納言大臣に成給ぬ以前に後
ノチ
の二条の関白師
モロミチ
通公参儀の時大将をかけ給ひし事を無
ブ
双サウ
の御手が
らに申つたへしぞかし誠に大将は武官の至極をも
く
しき事と承
り伝へぬされば平治の乱のもとは。権中納言兼
ケン
中宮権大夫藤原信
ノブ
頼ヨリ
卿キヤウ
と少納言入道信
ノブニシ
西と中あしくして互に身をほろぼし君をそ
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
三三
こない民をくるしめけるぞうたてしいづれも鳥
トバ
羽の上
ジヤウ
皇クワウ
の御寵
テウ
愛アイ
にほこりて信頼卿
キヤウ
大将をのぞみ申されしかば上皇信西に仰せ
ありてかならすしも重
ヂウ
代タイ
清セイ
花グワ
の家にあらざれども時によつて大将
になさるゝ事も有べきとの時信西世の中扨はと歎
ナゲカハ
しくて申ける
は。信頼などが大将に成なば誰かは望をかけ候はざらん君の御政
マツリゴト
は司
ツカサ
召メシ
をもつて先
サキ
とす……諸大
ダイ
夫ブ
の大納言になる事は絶て
久しく中納言になりたるだ 過分の事をと諸卿いさめ申されしかば思召やみ給ぬ況
イハン
や近
コン
衛ヱ
の大将をや。三
サン
公コウ
には列
レツ
すれど大将を経
ヘ
ざる臣
シン
下カ
のみあり執
シツヘイ
柄の息
ソク
莫バク
才サイ
の輩も此職
シヨク
を先
セン
途ド
とす。信
ノフヨリ
頼な
どが身を以て大将をけがす事は有ましき事といさめ申して終
ツイ
に此
事やみぬ是より信
ノブ
頼ヨリ
信ノブニシ
西いどみ合て平
ヘイ
治ジ
の乱はをこりける誠に此
職のおもき事をのべんが為に田
テン
舎ジヤ
の人までしれる平治の乱を引あ
らはし侍る信西がことばをもつて大将のおごそかなる事をしるべきにや
　　
『職原鈔参考
　（８）』 （左訓は〈
　
〉で記す。 ）
　　
大＊ 〈カミ〉
将
非
ル
二
譜第
ダイノ
之華族
ゾクニ
一
者ヒトハ
更
　ニ不
レ
任
　セ
レ
之多
　ハ是
　レ大納言
　ノ中
　カ譜第
　ノ上＊
　臈ラフ
任
　ス
レ
之
於
　テハ
執二
柄
　ノ
息ソクニ
者一
超コエテ
次二
　　　
一
第
　ヲ
所
　ナリ
任
　スル
也
レ
又
レ
　　　
レ
多　クハ
被　ルヽナリ
任
　
セ
左
　ニ
也
　　　　
二
　　　　
一
至
　テハ
　
大＊
　臣＊
　ニ
帯
　スルヲ
之
　ヲ為
　
ス
規
二
模
　
ト
又
一
中納言任
　
ス
之
　ニ於
　テハ
凡ハン
人　＊
　ニ
　者弥
イヨ〱
為タリ
眉ビ
目モク
参一
議
　ノ時
任
　スル
之レ
例
レ
後コ
二條
　ノ関白師
モロ
通ミチ
公コウナリ
也
レ
非
二参議
　ノ人
一任
　スル
例氏宗
ムネ
公　　
ナリ
也
二
近代不
レ
可
レ有
　
ル
此
　ノ比
二
量
一
者　ノカ
歟
　　
 〔語注〕大将
　
……武官ノ極官ナリ……摂家清華公
ク
方家ノ任官也
他ノ公家衆ハ大将ニ任スルコトナシ
　（巻四「左右近衛府 ・ 大将」 ）
　　
『平治物語
　（９）』
　　
 有時信
しんぜい
西に向て。上皇おほせなりけるは信
のふより
頼が大将をのそみ申は
いかに。 必しも重
てう
代だい
清せい
花ぐは
の家にあらざれども。 時によつてなさるゝ
事も有けるとそつたへ聞召とおほせられけれは。信
しんせい
西すは此世中
今はさてとなけかしくて申けるは。信頼などが大将になりなば。たれかのそみをか 候はざらむ。君の御まつりことは司
つかさ
召めし
をもて
さきとす。……諸
しよ
大だい
夫ふ
の大納言になる事は絶
たへ
て久しく候中納言に
いたり候だに過
くはぶん
分に候物をと。諸
しよ
卿きやう
皆みな
いさめ申されしかば思召
やみぬ。……いはんや近
こん
衛ゑ
の大
＊
　将をや。三公
こう
にはれつすれ共。大
＊
　
将をばへざる臣のみあり。しつへいの息
そく
莫はく
才さい
のともからも。この
職しよく
をせんどゝす。のふよりなどか身をもつて大将をけがさば。い
よく
　
おごりをきはめて。ぼうきやくの臣となり。天のために
ほろほされ候はん事。いかでふびんにおほしめされで候へきといさめ申けれとも。

（巻一「のぶよりしんせい不快の事」 ）
　
二重傍線部より『平治物語』の利用は明らかだが、 傍線部『職原抄』
に関してはその注釈書である『職原鈔参考』を参照した可能性が波線部より窺えよう
　（１０）
。
　　
八
　『北条九代記』の利用
　『田舎辨疑』と『北条九代記』を次に挙げる（傍線部途中に記号（Ａ）
（ａ）を付す） 。　　
35本朝将軍の事
　　
 本朝将
シヤウ
軍グン
の始
はじめ
を。源
ミナモトノ
頼ヨリ
朝トモ
卿キヤウ
とかたむきに覚
おほ
へたる人あり。浅
アサ
京都府立大学学術報告「人文」第六十五号
三四
ましき僻
ヒガコト
事也。将
シヤウ
師スイ （ママ）
の元
グン
始シ
は。人
ニン
王ワウノ
最サイ
初シヨ
神ジン
武ム
天テン
皇ワウ
東トウ
征セイ
の時
トキ
。
道ミチ
臣ヲン
の命
ミコトヲ
を（ママ）
以て軍
グンスイ
師とし給ふ。是物
モノヽ
部ベ
氏ウヂ
の始
シソ
祖なり。其後十
代崇
シユ
神ジン
天皇十年に四
シ
道ドウ
の将軍に命
メイ
じて四方の国をおさめしむ将
シヤウ
軍グン
の号
ゴウ
是コレ
より起
ヲコ
れりなんぞはるか末
スヱ
の頼
ヨリ
朝トモ
卿キヤウ
をはじめといふへき
や是は惣
ソウ
追ツイ
補フ
使シ
の事を聞はつりたるゆへ成べし扨十二代景
ケイ
行コウ
天皇
四十年に皇
ワウ
子ジ
日ヤマト
本武
ダケノ
尊ミコト
を以て大
ダイ
将シヤウ
軍グン
とし武
タケ
日ヒ
武タケ
彦ヒコ
二人の命
ミコト
を
左サウ
右の副
フク
将シヤウ
として東
トウ
夷ヰ
を征
セイバツ
伐し給ふ十五代神
ジン
功ゴウ
皇クワウ
后ゴウ
三サン
韓カン
を伐
ウチ
給
ひて鎮
チン
守シユ
将軍をつかはして其しりへを治
ヲサ
めらる。鎮
チン
守シユ
府フ
の称
セウ
は是
より発
ヲコ
れり日本国中に殊さら東
アツマ
夷背
ソムキ
やすく帝
テイ
都ト
を襲
ヲソヒ
奉るを以て
東トウセイ
征の将軍を置
ヲキ
て国
コク
司シ
の外に鎮
チン
守ジユ
府フ
を任
ニン
じ辺
ヘン
要ヨウ
の警
イマシメ
とせらる。四
十五代聖武天皇の御宇にはじまれり又五十二代嵯
サ
峨ガノ
天皇の御
おん
時文
フン
屋ヤノ
綿ワタ
丸マル
征セイ
夷ヰ
将シヤウ
軍グン
に任
ニン
じてより征夷将軍の号
ゴウ
あり又坂上田
タ
村ムラ
丸マル
は
征セイ
東トウ
夷ヰ
将軍と称ず（Ａ）参議藤原忠
タヽ
文フミ
を征
セイ
東トウ
夷ヰ
大ダイ
将軍に任せらる
其後久しく中
チウゼツ
絶せしに木
キ
曽ソ
義ヨシ
仲ナカ
都ミヤコ
に登
ノボ
りて兵
ヘイケン
権を執
トル
の日
ヒ
征夷大将
軍に任
ニン
せらる其次
ツギ
は頼
ヨリ
朝トモ
卿キヤウ
也しからば将軍の中
チウコウ
興といふは。木
曽義
ヨシ
仲ナカ
なるべし
　　
『北条九代記
　（１１）
』
　　
本朝将
シヤウ
帥スイノ
元ゲン
始シ
　　
 夫ソレ
武将元
ゲンスイ
帥ノ始
ハジメ
ヲ按
アン
ズルニ人王ノ第一神
ジン
武ム
天皇東
トウ
征セイ
ノ時道
ミチ
臣ヲンノ
命ミコト
ヲモツテ軍
グンスイ
師トシ給フ。コレ物
モノヽ
部ベ
氏ノ始
シソ
祖ナリ崇
シユ
神ジン
天皇十年ニ四
道ダウ
ノ将軍ニ命
メイ
ジテ四方ノ国ヲオサメシム将軍の号
ガウ
コレヨリ起
オコ
レリ
第十二代景
ケイ
行カウ
天皇四十年ニ皇
ワウ
子ジ
日ヤマト
本武
ダケノ
尊ミコト
ヲモツテ大将軍トシ武
タケ
日ヒ
武タケ
彦ヒコ
ノ二人ノ命
ミコト
ヲ左右ノ副
フク
将シヤウ
トシテ東
トウ
夷ヰ
ヲ征
セイバツ
伐シ給フ神
ジン
功グウ
皇クワウ
后ゴウ
三韓
カン
ヲ伐
ウツ
テ鎮
チン
守ジユ
将軍ヲツカハシテ其後ヲ治
オサ
メラル鎮
チン
守ジユ
府ブ
ノ称
ナ
ハ
是ヨリオコレリ日本国中ニコトサラ東
トウ
夷ヰ
ソムキ易
ヤス
ク帝
テイ
都ト
ヲ襲
ヲソヒ
奉
ルヲモツテ東
トウセイ
征ノ将軍ヲ置
ヲキ
テ国
コク
司シ
ノ外ニ鎮
チン
守ジユ
府フ
ヲ任
ニン
ジ辺
ヘン
要エウ
ノ警
カタメ
ト
セラ 聖
シヤウ
武ム
天皇ノ御宇ニ始マレリ藩
ハン
鎮チン
才サイカン
幹ノ器
キ
ヲ逞
タクマ
シク智
チ
謀ボウ
武ブ
勇ユウ
ヲ兼
カネ
ザル則
トキン
バ此仁ニアタルベカラズ文
フン
屋ヤノ
綿ワタ
丸マル
ヨリ征
セイ
夷ヰ
将軍ノ号ア
リ坂上田村丸は征東夷将軍と称
セウ
ズ（ａ）参
サン
議キ
藤原忠
タヾ
文ブン
ヲ征東夷大
将軍ニ任
ニン
ゼラル其後久シク中
チウゼツ
絶セシニ木
キ
曽ソノ
義ヨシ
仲ナカ
都ニ上リ兵
ヘイケン
権ヲ執
トル
ノ日征夷将軍ニ任
ニン
ジ給フ其後右大将頼
ヨリ
朝トモ
ヲ征夷大将軍ニ任
ニン
ゼラレ
シヨリ連
レンメン
綿トシテ相続シ

（巻一‐一）
　
傍線部から明らかなように『田舎辨疑』は『北条九代記』を使用し
ているが
　（１２）
、当該部『北条九代記』巻一‐一は『職原抄』を利用してい
ることが指摘されている
　（１３）
。傍線部（Ａ） （ａ）に該当する『職源抄』
の記事は以下の通りである（便宜上『職原鈔参考』掲載本文を使用する） 。
平ラノ
将マサ
門カト
叛ホン
乱
　ノ時参議右
エ
衛モンノ
門督
カミ
藤原
　ノ忠タヾ
文フン
朝ア
臣ソン
任ニンス
二征東将軍
　ニ
一其
　ノ
弟ヲトヽ
仲ナカ
舒ノブ
源
　ノ経ツネ
基モト
為　シテ
二
副フク
将軍
　ト
一
発向
　カウス
其
　ノ後征夷
　ノ号久
　シク
以
　テ中絶
　ス源
　ノ義ヨシ
仲ナカノ
朝臣
京
　イ
上＊
　シテ
暫
　ク
執　トル
二
兵ヘイ
権ケンヲ
一
之日任
　スト
二
征夷将軍
　ニ
一
云
云
其
　ノ後又権大納言右近
コンノ
大将源
　ノ頼朝卿辞
シテ
二両職
　ヲ
一帰
　ル
二東国
　ニ
一之後有
　テ
レ勅被
　ラル
レ任
　セ
二征夷大将軍
　ニ
一
　　　
（ 『職原鈔参考』巻四「征夷使」 ）
　『田舎辨疑』が『職原抄』には直接依拠せず、 『北条九代記』を使用していることが改めて確認できようが、注目すべきは波線部に示したように、 『職源抄』 『北条九代記』がともに義仲を「征夷将軍」とするのに対し、 『田舎辨疑』には「征夷大将軍」と記されることである。 『田
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
三五
舎辨疑』は二重傍線部にあるように、征夷大将軍の中興を頼朝ではなく義仲に帰すことに眼目の一つがあるが 『職源抄』 『北条九代記』の記述では義仲は「征夷将軍」 、頼朝は「征夷大将軍」であって、 『田舎辨疑』の論拠としては適当ではない。月尋堂は『田舎辨疑』刊行の翌年正徳二年正月に『木曽将軍義仲記』を出版し、義仲に対するある種のこだわりが感じられるが、義仲を「征夷大将軍」と記したことは錯誤な か、それとも意識的な改変とすべきな か。　
月尋堂が『職原鈔参考』を参照した可能性のあることは前に触れた
が、前掲の『職原鈔』本文「義仲朝臣京上……」の傍注 は次のように記される。
　
　　
 義仲
ハ
春宮帯刀
ノ
長義賢
ノ
之男也東鑑曰寿永三年正月十日伊予
ノ
守
義仲兼征夷大将軍
云
云
　『東鑑』に直接依拠した可能性も否定できないが、月尋堂は『職原鈔参考』の当該記事によって義仲を「征夷大将軍」と記す根拠を得たことも予想される。いずれにせよ、義仲に関する『北条九代記』との異同は単なる錯誤とは思われないのである。　　
九
　
月尋堂の注釈意識
　『田舎辨疑』の出典を検証してきたが、それらはいずれ 公刊書を典拠とするものであった。しかし、以下に少しく検討するように、当時において未刊の資料に依拠す と思われる も散見する。　　
30一人の御事
　　
 田舎人はいづれも同じやうにおぼえたる事なり。一
イチジン
人と申すは天
子の御事也一
イチノヒト
人と申すは天子より関白殿へ御免
ユルシ
あつて一
イチノヒト
人と申
すなり是を一
イチノザ
座の宣
セン
旨ジ
と申て諸臣万人の上
カミ
に立
タチ
給へと申す事なり
扨一
イチニン
人といふは諸
シヨ
人ニン
をさして一
イチニン
人二人といふ事なり一
イチノヒト
人と申す事
殊におも
く
しき事なり天下におゐて傍
カタハラ
に人なきがことくといふ
心とかや
　　
『官職難儀
　（１４）
』
　　
 摂政関白をば大職と申也。必一座の宣下とて第一に着給ふべきよし宣下あるのゆへに一の人と申也。同字ながらも一人と申時は天子の御事也。よ つねの人 事をば一人と申事。誰 しりたる事ながら。その事々に読か る事。ならひのうちにてある也。
（ 「関白」 ）
　『官職難儀』は後に『群書類従』に収録されるが、 『田舎辨疑』刊行当時は未刊の書であった。また、未刊の歌学書に依ったと見られる例もある。　　
32諸家源氏の事
　　
 源ゲン
家ケ
の流には様々の有事なれ共いづれもひとつにおぼへたる人お
ほし先五十二代嵯
サガ
峨天王の御子左大臣信
ノブ
公コウ
をはじめ男女すべて三
十人に源
ミナモト
の朝
アソン
臣の姓
シヤウ
を給ふ是源
ミナモト
氏ウヂ
の最
サイ
初シヨ
也。源
ミナモトノ
左大臣融
トヲル
公コウ
も其内なり。此流はいづれも一字名
ナ
乗ノリ
也。順
シタガフ
。至
イタル
。綱
ツナ
。競
キオフ
などい
ふ類ひ当代にも其名残有此等
ラ
を嵯
サガ
峨源氏といふ也
　　
『河海抄
　（１５）
』
　　
源氏になしたてまつるへくおほしをきてたり
　　
　
弘仁五年（傍注、五月八日）遂下明詔男女都卅人初賜源朝臣姓
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其名男皆用一字

（巻一「桐壷」 ）
　　
『官職備考』
　　
 五十二代嵯峨天皇弘仁五年五月ニ皇
ワウ
子シ
信マコト
弘ヒロシ
常ツネ
明アキラ
四人ニ始テ源
　ノ
姓セウ
ヲ賜
タマハ
リテヨリ以来皇子多クハ源
　ノ姓ヲ賜ルニ依テ其後
コウイン
胤タル人皆
源
　ノ姓ナリ

（巻四「源氏長者」 ）
　　
『職原鈔参考』
　　
 凡王子
＊
　ニ賜
　ル
二
源氏
一
始
　ハ則嵯峨
　ノ天皇
　ノ皇子信
マコト
年
　シ六
　ツ弟弘
ヒロ
年
　シ六
　ツ弟常
ツネ
年
　シ四
　ツ
弟明
アキラ
年
　シ二
　ツ
妹イモフト
貞サダ
姫ヒメ
年
　シ六
　ツ妹
　ト潔キヨ
姫ヒメ
年
　シ六
　ツ妹
　ト全マタ
姫ヒメ
年
　シ四
　ツ妹
　ト善ヨシ
姫ヒメ
年
　シ二
　ツ合
　テ而八
人弘仁五年五月八日勅
　シテ
賜
　フ
二姓
　ヲ
源　トノ
朝臣
　ト
一是
　レ源氏
　ノ之始也

（巻三「源氏長者」 ）
　
月尋堂の座右の書であった『官職備考』や『職原鈔参考』と比べて
も明らかなように、 『源氏物語』の未刊の注釈書『河海抄』が参照されたことが窺え
　（１６）
。そこには月尋堂の歌学者としての知識や堂上家
との交流が再認識されるが、堂上家に伝わる家伝や資料に依ったと思われる記事もさらに見出される。　　
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 扨今の六条殿と申すは村上源氏にて久我殿のわかれとかや左少将通有朝臣を祖
ソ
として六条殿と申称
シヤウ
号カウ
発りたり此通有朝臣の御子
内大臣 房公と申せしは和
ワ
漢カン
の才
サイ
に富
トミ
させ給ふのうへ又類
タグヒ
なき能
書にておはしましける依
コレニ
レ之ヨツテ
君も大切に覚召同
トウ
官クハン
も肥
ヒバ
馬の塵
チリ
をは
らひ給けるかゝる有
ユウ
道タウ
の賢
ケンシン
臣なればにや従一位内大臣にいたり給
ひぬしかる 有房公病
ヒヤウ
悩ナフ
危キ
急キウ
に成給ひて此由を天
テンテウ
聴に達
タイ
しけれ
ば花園
ゾノ
の法皇〔九十四代萩原院と申す〕御かなしひの余りに有房
公の亭
テイ
へ御幸成て内
タイ
府フ
の病気を労
ラウセ
させ給ふよし申伝へたり上代に
はかやうのためしもあるべきかそれも摂
セツ
関クワン
の器
キ
外グワイ
祖ソ
父ブ
なとの威
ヰ
徳トク
ならでは御幸有て臣下の病をとはせ給ふましき事なりいはんや
末代におゐてをやことに摂関の御家にもあらず父の朝臣は纔に。少将迄いたらせられ其子 して如此大
タイ
官クワン
のいたゞき給ふ事君の
いつくしみといひ才徳 ほまれといひ御家の手がらぞかし
　　
『尊卑分脈
　（１７）
』
　　
内大臣従一位／大納言／参議左大弁
　　
有房
　
和才人／能書
　　
号六條内府／元応元七二午刻薨
　
法名有真
　　
『公卿補任
　（１８）
』
　　
 大臣於陣宣下例
　
従一位
　
六條源有房六十九
　
六月廿八日任。元
前権 納言。無兼宣旨。無節会。無宣命。以口宣於陣宣下。是依病急也。元暦元実定公選任之例也。七月一日太上法皇臨幸。乍臥拝龍顔。辞申所職。同二日午刻入滅。六十九。 （一日出家。法名有真） 。

（ 「後醍醐院、文保三年」 ）
　　
『歴代皇紀
　（１９）
』
　　
 六月廿八日従一位源有房宣任内大臣之由宣下任大臣宣下邂逅歟
　　
七月一日法皇御幸新内府禅林寺亭為御覧所労
　

（元応元年）
　　
『花園天皇宸記
　（２０）
』
　　
 晦日、
癸
丑　
今日聞、従一位有房任大臣被宣下云々、先例宣下希
有事也、而節会公卿依無人、俄被宣下、是 労危急之間、越上首両人〔通重 師信、 〕任之、依官学労、以別儀被任之歟、不昇卿
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
三七
位人子息任大臣事、中古曾在衡・清盛両人之外無先例歟、上古如吉備者、又非沙汰之限歟、遺希代之例、誠栄耀無極者歟、

（元応元年六月）
　
六条家の系譜を示す記事であることに加え、特に傍線部から『尊卑
分脈』の影響が予想されるが、 波線部より『公卿補任』や『歴代皇紀』が参照された可能性も窺える。 『花園天皇宸記』を直接参照することは不可能だが、二重傍線部を含むような家伝が堂上家に伝承されており、それ 月尋堂に伝えられた可能性も否定できない。月尋堂については『在岡逸士伝』に次のように記されていた
　（２１）
。
　　
 嘗従
二于野田忠粛翁
一、読
二於源氏万葉等之書
一、壮歳而游
二京城
一、
師
二
青木貞悟
一、探
二
誹諧奥儀
一、乃為
二
座神之同門
一。偶依
二
粛翁
之因
一謁
二
竹内惟庸卿
一
而学
二
和歌之道
一。……屢遊
二于書肆
一、需
二
其書
一、 終不
レ論
二其價
一。世人嘉
二其風流
一、 感
二其逸材
一。公卿之徒、
亦忘
レ
形倒
二
爾汝
一。
　
月尋堂と堂上方との交流が浅からぬものであったことが窺えるが、
『田舎辨疑』には次のような言説も記される（句読点は筆者による） 。　　
40呼名の事
　　
 しかるに町人百性などの身として、事
く
しき名を付て人にめづ
らしがられんとするは、却
カエツ
て愚
ク
盲モウ
の胸
キヤウ
中チウ
を世にあらはすぞかし。
かやうのいは は職方の事を見、其外公家衆へ出入して尋ねうかゞへば、子
シ
細サイ
分フン
明ミヤウ
にて更
サラ
にめづらしからぬ事なれど、都にて
もこまや に知人なし。たとへ職方の文をよみても、其所へ立入らねば、しれがたきものなり。
　『田舎辨疑』は公刊書のみならず、堂上家との交流の中で、その口伝や資料に依拠して成されたものでもあったことが推測されよう。　　
十
　
その後の『官職田舎辨疑』
　
これまで見てきたように、 『田舎辨疑』にはさまざまな典拠が窺え
たが、中でも『官職備考』の使用が量的には最 顕著で 。 『田舎辨疑』は求板・改題され、享保十一年正月頃に『官位俗訓』として刊行される 相 元六店の内 京の銭屋儀兵衛・永田調兵衛・蓍屋勘兵衛はいずれも『官職備考』 相板元でもあった。改題に際し、月尋堂の序は削除さ 、新たに慎斎序・環翠子後序 付されるが、後序に記される「環翠子」 「遵生軒」はこれまで『官職備考』の著者三宅帯刀の別号とされてきた
　（２２）
。
　
しかし、 『官職備考』には「湖西隠甫三宅帯刀」の他 「尚絅閑斎」
「三宅常範」の印記が認められるものの
　（２３）
、 管見では「環翠子」 「遵生軒」
の別号は確認できない。 『官位俗訓』 その後序に記されるような内容、すなわち「田舎辨疑」の「闕たるを補ひ備はらざるを増て今官位俗訓を綴り侍るもの」ではなく、 『田舎辨疑』の単なる改題本に過ぎなかった。さらに「環翠子」 「遵生軒」が三宅帯刀ならば、 『田舎辨疑』の内容が自身の『官職備考』に依拠するこ に気付かなかったとは想像できない。他人事のように新刊を装う先の記述からすれば、おそらく後序は本屋の偽造である可能性が高く、本書 巻四本文巻末に『官職備考』 『続官位訓』の広告が挿入されたことから、 後 の「環翠子」 「遵生軒」を「三宅帯刀」の別号とす 誤認 生じたも と思わ る。
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さらに『官位俗訓』は求板・改題され『官位訓』として刊行される
ことになるが、 その際、 「環翠子」 「遵生軒」の署名が「貝原篤信」 「益軒」に、日付も「享保十一」から「享保二」に改められる。貝原益軒は正徳四年八月には没しており 杜撰な改竄と言えようが、本書 益軒の著書として十分通用し得るとの判断が当時の本屋 あったことも予想される。益軒の盛名 便乗 た改竄とは言えようが、 『田舎辨疑』は改題されながらも内容 おいては改竄されることはなかった。本書が啓蒙書としてのニーズを幕末まで獲得していたことは記憶されてよかろう。出典一覧１㊀四神相応地事
　　
 『壒囊鈔』巻二‐三十一（ 『塵添壒囊鈔』巻四‐卅九）
２㊁親王の御事
　　
『官職備考』巻七「親王」
３㊂内親王の御事
　　
『官職備考』巻七「内親王」
４㊃入道の事
　　
『官職難儀』 「親王」？
５㊄御息所の御
　　
『官職備考』巻七「御息所」
６㊅五摂家の御事
　　
『官職備考』巻七「摂家」
７㊆清花の御事
　　
『官職備考』巻一「大政大臣」 ・ 清華 ？
８㊇御匳殿の事
　　
『官職備考』巻七「御匳殿」
９㊈宣旨の事
　　
『官職備考』巻七「宣旨」
10㊉上臈の事
　　
『職原抄』 「左右近衛府・大将」等の用例？
11○十一
公達の事
　　
『官職備考』巻一「大政大臣」 「内大臣」 ・ 巻七「公達」
12○十二
公卿の事
　　
『官職備考』巻七「公卿」
13○十三
諸大夫の事
　　
『官職備考』巻七「諸太夫」
14○十四
北面の事
　　
 『官職備考』巻七「上下北面」 ・ 『有職小説』巻下「北面」？
15○十五
侍の事
　　
『官職備考』巻七「侍」
16○十六
僧中官位の事
　　
 『官職備考』巻七「僧正」 、 「法印大和尚位」 「法眼和尚位」 「法橋和尚位」？
17○十七
称号の事
　　
『尊卑分脈』？
18○十八
大閤の事
　　
『有職小説』巻下「太閤」 ・ 『官職難儀』 「関白」？
19○十九
近衛殿八藤の事
　　
未詳
巻二
20㊀文武官事
　　
 『職原抄参考』巻四「左右近衛府 ・ 大将」 、 平治物語巻一「信頼信西不快の事」
21㊁大臣家の御事
　　
 『職原抄支流』巻一「大臣家之事」 ・ 『有職小説』巻下「諸大臣家」？
22㊂諸家の御事
　　
『職原抄』 「正一位」
23㊃天文暦道 事
　　
『官職備考』巻二「陰陽寮」
24㊄六条家の事
　　
『公卿補任』 ・ 『尊卑分脈』 ・ 『歴代皇紀』 「六条有房」 ？
25㊅御幸の事
　　
 『壒囊鈔』巻二‐五（ 『塵添壒囊鈔』巻四‐十三） 、 『公事根源抄集釈』巻上‐十三
26㊆帝王の御事
　　
『官職備考』巻七「帝王」
27㊇新院の御事
　　
『官職備考』巻七「太上天皇
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
三九
28㊈法皇の御事
　　
『官職備考』巻七「太上天皇」
29㊉院参公家衆の御事
　　
『名目抄』院中篇「布衣始」 「北面始」
30○十一
一人の御事
　　
『官職難儀』 「関白」 ・ 『官職備考』巻一「関白」？
31○十二
滝口の事
　　
『官職備考』巻五「滝口」
32○十三
諸家源氏
　　
『河海抄』 、 『尊卑分脈』？
33○十四
施薬院の事
　　
『官職備考』巻三「医博士」
34○十五
帯刀の事
　　
『官職備考』巻四「帯刀」
巻三
35㊀本朝将軍の事
　　
 『北条九代記』巻一‐一、 『東鑑』 （ 『職原抄参考』巻四「征夷使」 ）
36㊁日本惣追補使の事
　　
 『職原抄支流』巻四「鎌倉将軍九代」 「惣追補使」？
37㊂織田信長公の事
　　
『職原抄支流』巻四「信長公」 「秀吉公」？
38㊃淳和奨学別当事
　　
『官職備考』巻四「奨学院別当」
39㊄武家官の事
　　
未詳
40㊅呼名の事
　　
未詳
41㊆京鎌倉百官の事
　　
『職原抄参考』巻一「百官」？
42㊇受領の事
　　
『官職備考』巻六「諸国受領」
43㊈大守の事
　　
『官職備考』 巻六 「上総太守」 「上野太守」 「常陸太守」
44㊉按寮使の事
　　
『官職備考』巻六「按察使府」
45○十一
秋田の城介事
　　
『官職備考』巻六「秋田城」
46○十二
大宰府の事
　　
『官職備考』巻六「太宰府」
47○十三
大弐小弐の事
　　
『官職備考』巻六「大弐小弐」
巻四
48㊀記録所事
　　
『官職備考』巻五「記録所」
49㊁雅楽寮事
　　
『官職備考』巻二「雅楽寮」 ・巻五「楽所別当」
50㊂王臣差別事
　　
『官職備考』巻六「王臣官位相当」
51㊃菅家の御事
　　
 『官職備考』巻七「文章博士家」 、 『元亨釈書』巻７「慧日山辨円」 、 『尊卑分脈』？
52㊄名家の御事
　　
『官職備考』巻七「名家」？
53㊅官を より上に書事
　　
 『職原抄』 「位署書式」 （ 『職原鈔参考』巻五）？
54㊆参議位署の事
　　
『官職備考』巻一「参議」
55㊇勾当内侍の事
　　
『職原抄支流』巻四「長橋局 「女奉書」
56㊈准大臣の御事
　　
『官職備考』巻一「准大臣」
57㊉准三后の事
　　
『官職備考』巻一「准三宮大臣」？
58○十一
御門跡の発
リの事
　　
『官職備考』巻七「御門跡」
注（１） 『俳諧大辞典』 （明治書院、 昭
62） 。 「月尋」の項目、 岡田利兵衞氏。
（２） 『日本古典文学大辞典』 （岩波書店、昭
59） 。 「月尋堂」の項目、
　
　
長谷川強氏。
（３） 行誉著。刊記 「正保三
戌丙暦／三條通菱屋町婦屋／林甚右衛門」 （ 『塵
　
 添壒囊鈔・壒囊鈔』臨川書店、昭
43） 。なお、 『塵添壒囊鈔』では巻
四‐十三。
（４）松下見林著。跋「元禄七年六月廿六日
　
松下見林書」 、刊記「銅
京都府立大学学術報告「人文」第六十五号
四〇
　
駝坊書肆平楽寺村上勘兵衛寿梓」 。
（５）著者未詳。刊記「天和三癸亥年応鐘日／江戸日本橋青物町／藤　
本兵左衛門／田中理兵衛／板行」 。
（６）三宅帯刀 。刊記「元禄八
乙
亥歳仲秋吉旦／書肆／錦小路通新町
　
 西
エ
入町／永田調兵衛／押小路通御幸町西
エ
入町／上坂勘兵衛／堀
川通仏光寺下
ル町／梶川儀兵衛」 。
（７）洞院実熙著。刊記「洛陽今出川
　
林和泉掾時元板行」 （早稲田大
　
 学中央図書館蔵本） 。林和泉掾時元は宝永元年に没しているので （藤實久美子氏『近世書籍文化論』 「第一部第一章」吉川弘文館、 平
18） 、
それ以前、おそらくは正保～延宝頃の刊行か。
（８）於雲子著。跋「宝永紀元仲夏日」 。無刊記本ながら、宝永元年五　
月頃の刊行と推測される。
（９）刊記「于時寛永三
寅丙年長月吉辰」 （早稲田大学中央図書館蔵本） 。
　
 引用箇所の異同に関し、 『田舎辨疑』 「執柄の息莫才の輩も」は寛永三年本「しつへいの息莫才のともか も」と一致するが、製版流布本群の源流と目される古活字第一種本系では 「執柄の息英才の輩も」となっており、月尋堂が用いた『平治物語』は寛永三年絵入十二行本系であ たと推測される。
（
10） 『田舎辨疑』巻三‐七にも次のような一致が見られる。
　

41京鎌倉百官の事
　
 百官といふを其数
カズ
とおほへたる人ありさにはあらず只数の多きとい
ふを以て百官とは名付られけり。
　『職原鈔参考』
　
 〔語注〕百官
　
百
　ハ挙
ルナリ
数
　ノ多
キヲ
也
二
　　　　
一
官
　ハ謂
二
大＊
　臣＊
　以下書吏以上
　ヲ
一
也百官
　ハ非
二
官有
　ルノ
百レ
之
一
謂イヽニハ
謂
フナリ
官
二
数
　ノ之多
　キヲ
也一
（
11）浅井了意著か。刊記「
旹
延宝三乙卯年初冬月
　
刊行／書林／江
　
戸／仲野佐太郎／京寺町／同次郎右衛門」 （盛岡市中央公民館蔵本） 。
（
12） 月尋堂は 『鎌倉比事』 において 『北条九代記』 を使用している （江
　
本裕氏『近世前期小説の研究』 「第二部二」若草書房、平
12） 。
（
13）井上泰至氏「読み物としての近世軍書」 （ 『国語と国文学』第八
　
一巻第四号
　
平
16・４） 。
（
14） 『群書類従』第五輯（続群書類従完成会、昭
35） 。
（
15） 『紫明抄
　
河海抄』 （角川書店、昭
53） 。
（
16） 『湖月抄』 （延宝元年成立 ・ 刊）には当該記事は引用されていない。
（
17） 『新訂増補国史大系』第六十巻上（吉川弘文館、昭
37） 。
（
18） 『新訂増補国史大系』第五十四巻（吉川弘文館、昭
12） 。
（
19） 『改訂史籍集覧』第十八冊（臨川書店、昭
59） 。
（
20） 『史料纂集』花園天皇宸記・第二（続群書類従完成会、昭
59） 。
（
21） 『古俳書文庫』第十六編（天晴堂、大
14） 。
（
22） 「三宅環翠
　
□称
帯刀
　
□字
尚絅
　
□号
遵生軒・隠甫」 （ 『和学者総覧』
　
汲古書院、平２） 。 『国書総目録』も同様に分類する。
（
23） 『職原鈔拙解』 「天和元酉辛黄鐘朔旦／堀川通西吉水町銭屋儀兵
　
衛刊行」の自跋も同じ署名と印記が示されている。
参考文献拙稿「月尋堂とその周辺
　
―その知られざる活動の一面―」 （ 『国語国
月尋堂の有職故実書『官職田舎辨疑』
四一
文』第五九巻第一二号
　
平２・
12） 。

（二〇一三年九月三十日受理）

（ふじわら
　
ひでき
　
文学部日本・中国文学科教授）

本研究はＪＳＰＳ科研費２３５２０２３５の助成を受けたものです。
京都府立大学学術報告「人文」第六十五号
四二
